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デ—夕通信マニユアル 


データ通信マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA P 702 iD でデータ通信をする際に必要な事項についての説明を 
はじめ、 CD - ROM 内の 「 P 702 iD 通信設定ファイル」（ドライバ ）. 「FOMA PC 設定ソフト」 
のインストール方法などを説明しています。 

Windows ® XP の操作について 

本マニュアルは、 Windows ® XP Service Pack 2に対応した内容となっております。 
お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 


13477810151617181927292931 



















64 K データ通信 


FOMA 端末か5利用できるデータ通 
信について 

FOMA 端末とパソコンを接続してご利用できるデー 
夕通信は、バケツト通信 • 64 K データ通信とデータ 
転送 （ OBEX ) に分類されます。 

FOMA 端末はパケット通信用アダプタ機能を内蔵し 
ています。 


利用できる通信形態 

データ通信におけるパソコンの動作環境は以下のとお 
りです。 


接続している時間に応じて、通信料金がかかる通信形 
態です。 FOMA 端末とパソコンを FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）で接続し 64kbps の通信を行いま 
す0 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 
/ rmoperaj などの FOMA 64K データ通信対応の 
接続先、または旧 DN の同期 64K 対応の接続先をご利 
用ください。 

P.3 以降の説明に従って、設定と接続を行ってくださ 
い。 

• 64K データ通信では、接続した時間量に応じて課金されます。 
長時間にわたる接続を行った場合、通信料金が高額になりますの 
でご注意ください。 


項目 

説明 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使用する場合： 
US 巳ポート (Universal Serial Bus 
Specification Revl .1 準拠) 

ディスプレイ解像度800 x 600 ドット、 

High Color 16ピット以上を推奨。 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 2000 

Professional 、 Windows ® XP 
Professional/Home Edition (各日本語版） 

必要メモリ 

Microsoft ® Windows ® 2000 

Professional : 64 M バイト以上 

Windows ® XP Professional/Home Edition : 
128 M バイト以上 
(各日本語版） 

八ードディスク 
容量 

5 M パイト以上の空き容量 


• 0 S アツプグレードからの動作は保証いたしかねます。 

•必要メモリおよび八ードディスクの空き容量はシステム環境に 
よって異なることがあります。 


赤外線や FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使って 
データを送受信する通信形態です。赤外線通信では、 
FOMA 端末またはバソコンなど赤外線通信機能を持 
つ機器とデータを送受信できます。 

FOMA 端末とパソコン間で FOMA USB 接続ケープ 
( OBEX ) を行う際には、 
データリンクソフトをインス I -ールしてください。 


ルを使ってデータ転送 
データリンクソフトを* *1 


• FOMA 端末からは、 PIAFS などの PHS サービス （32 K データ 
通信および、 64 K データ通信）はご利用できません。 

• FOMA 端末は 、 Remote Wakeup には対応していません。 

• FOMA 端末は FAX 通信をサボートしていません。 

• FOMA 端末をドコモの PDA「sigmarion II 」や 「 musea 」 と 
接続してデータ通信を行う場合 、 「sigmarion II 」 「 musea 」 

をアップデートしてご利用ください。アップデートの方法など 
の詳細については、ドコモのホームページをご覧ください。 


バケツト通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信形 
態です。（受信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続サービス 「 moperaU 」 
/ rmoperaj など、 FOMA パケット通信に対応し 
た接続先を利用します。 

バケット通信は FOMA 端末とパソコンを FOMA 
USB 接続ケーブル（別売）で接続し、各種設定を行 
うことで利用でき、高速通信を必要とするアプリケー 
シヨンの利用に適しています。 

P .3 以降の説明に従って、設定と接続を行ってくださ 
い。 

•バケット通信では送受信したデータ量に応じて課金されます。画 
像を多く含むホームぺージの閲覧、データのダウンロー ドなどの 
データ量の多い通信を行うと、通信料金が高額になりますのでご 
注意ください。 


















FOMA 端末と他の機器との接続方法 

FOMA 端末と他の機器を接続するには、次の2つの方 
法があります。 


FOMA USB 接続ケーブルを使う 


FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使って 、 USB 
ポートを装備したパソコンと接続します。 （ P .3 参照） 
バケット通信、 64 K データ通信、データ転送のすべ 
ての通信形態に利用できます。 

•データ通信を行うには 「 usb モード設定」を「通信モード」に 
設定してください。 「©►[< > その他 ► USB モード設定>通 
信モード」の操作を行います。 

•ご使用前に P 702 iD 通信設定ファイル（ドライパ）のインストー 
ルが必要です。 


赤外線通信を使う 


赤外線を使って、 FOMA 端末と赤外線通信機能が搭 
載された他の FOMA 端末、携帯電話、パソコンなど 
とデータを送受信します。 

データ転送を行う場合のみ利用できます。 


C 利用にあたっての留意点 


インターネットサービスプ□バイダの利用料 
について 


インターネットをご利用の場合は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプ□バイダに対する利用料が必要 
になります。この利用料は、 FOMA サービスの利用 
料とは別に直接インターネットサービスプ□バイダに 
お支払いいただきます。利用料の詳しい内容について 
は、ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお 
問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス 「 moperaU 」 
/ 「 mopera 」 をご利用いただけます 0 
「 moperaU 」 をご利用いただく場合は、お申し込み 
が必要（有料）となります。 「 mopera 」 をご利用い 
ただく場合は、お申し込み不要、月額使用料無料で 
す。 


接続先（インターネットサービスプ□バイダ 
など）の設定について 


パケツト通信と 64 K データ通信では接続先が異なり 
ます。バケツト通信を行うときはバケツト通信対応の 
接続先、 64 K データ通信を行うときは FOMA 64 K 
データ通信、または ISDN 同期 64 K 対応の接続先をご 
利用 < ださい。 

*DoPa の接続先には接続できません。 

• PIAFS などの PHS 64 K /32 K データ通信の接続先には接続でき 
ません。 


ットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 （ ID とパス 
ワード）が必要な場合があります。その場合は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパス 
ワードを入力して接続してください。 ID とパスワー 
ドは接続先のインターネットサービスプ□バイダまた 
は接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳 
しい内容については、そちらにお問い合わせくださ 
い。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 


FirstPass (ユーザ証明書）が必要な場合は、添付 
の CD - ROM から FirstPass PC ソフトをインス I 
ルし、設定を行ってください。 

詳しくは CD - ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フォ 
ルダ内の 「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧 
ください。 


パケツト通信および 64 K データ通信の条件 


FOMA 端末で通信を行うには、以下の条件が必要に 
なります。 

• FOMA USB 接続ケーブル（別売）が利用できるパ 
ソコンであること 

• FOMA パケット通信、 64 K データ通信に対応した 
PDA であること 

• FOMA サービスエリア内であること 

• パケット通信の場合、接続先が FOMA のパケット通 
信に対応していること 

_ 64 K データ通信の場合、接続先が FOMA 64 K デー 
夕通信、または ISDN 同期 64 K に対応していること 
ただし、上の条件が整っていても、基地局が混雑して 
いる、または電波状況が悪い場合は通信ができないこ 
とがあります。 
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■用語解説 

• APN 

Access Point Name の略です。バケツト通信において、接 
続先のインターネツトサービスプ□パイダや企業内 LAN を識 
別します。例えば mopera U の場合は 「 mopera . net 」 のよう 
な文字列で表します。 

• cid 

Context Identifier の略です。パケツト通信をする際に、 
FOMA 端末にあらかじめ登録する APN の登録番号です。 

FOMA 端末では、1から10までの10件を登録できます。 

• Administrator 権限 • 管理者権限 
本書では、 Windows ® XP 、 Windows ® 2000 
Professional のシステムのすべてにアクセスできる権限のこ 
とを指しています。通常、 Administrators のグループに所属 
したユ_ザ_はこの権限を持っています。一方、 
Administrator 権限または管理者権限を持たないユーザーはシ 
ステムへのアクセスが限定されているため、通信設定ファイル 
(ドライバ）のインス!ルなどができません。 

ノ':ソコンの管理者権限の設定については、各ノ〈ソコンメーカ、 
マイクロソフト社にお問い合わせください。 

• DNS 

Domain Name System の略です。 「 nttdocomo . co . jp 」 の 
ような人間が理解しやすい名前を、コンピュータが管理しやす 
い数字で表したアドレスに変換するシステムのことです。 

• 0 BEX 

OBEX (Object Exchange ) は 、 IrDA (Infrared Data 
Association ) が規定したデータ通信についての国際規格（プ 
□トコル）です。 

0 BEX 規格に対応した機器やソフトウェアを使うことで、携帯 
電話、パソコン、デジタルカメラ、プリンタなどさまざまな情 
報機器間で、データの送受信ができます。 

• IrDA 

Infrared Data Association の略です。赤外線を用いたデータ 
通信の規格の制定、促進を行う国際的な組織です。 

• IrMC 

l「Mobile Communications の略です。 IrDA が定めた規格で、 
電話帳、スケジュール、メール、フ U _ メモ等のデータ交換方 
法が定められています。また、機器間の通信には、 0 BEX 規格 
を使用することが規定されています。 

• QoS 

Quality of Service の略でネツトワークのサービス品質です。 
F 0 MA 端末の QoS 設定では、速度を限定しないで接続するか 
あるいは最高速度（上り 64 kbps 、 下り 384 kbps ) でのみ接 
続するかを設定できます。（接続後の速度は可変します。）詳し 
くは P .36 参照。 

• W-TCP 

F 0 MA ネツトワークでバケツト通信を行うときに、 TCP / IP の 
伝送能力を最大限に生かすための TCP パラメータです。 
「 Wireless 」、「 W - CDMA 」、「 Windows ®」 の環境下で FOMA 
端末の通信性能を最大限に活用するには、 TCP パラメータの 
最適化が必要です。 

• W-CDMA 

世界標準規格として認定された第三世代移動通信システム 
( IMT -2000) の1つです。 

F 0 MA 端末は、 W - CDMA 規格に準拠しています。 



データ通信の準備の流れ 


パケツト通信 • 64 K データ通信を行う場合の準備に 
ついて説明します。以下のような流れになります。 


パソコンと F 0 MA 端末を FOMA USB 接続ケーブル（別売) 
で接続する 



「 P 702〇通信設定ファイル」（ドライパ）をインストールする 
( P .4 参照） 



インストール後の確認をする （ P .6 参照) 


「FOMA PC 設定ソフト」を 
インス I -ールする 
( P .7 参照） 


「FOMA PC 設定ソフト」を 
使わずに手動で通信の設定を 
する （ P .19、 P .28 参照） 



接続する 

( P .15 または P .27 参照） 


■添付の 「FOMA P 702 iD 用 CD - ROM 」 について 

FOMA 端末とパソコンを FOMA USB 接続ケーブルで接続して 
パケット通信を行うときには、添付の 「FOMA P 702 i □用 CD - 
R 0 M 」 の 「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライバ）をバソコ 
ンにインス!ルしてください。また、通信を行う際に APN や 
ダイヤルアップの設定が簡単に行える 「FOMA PC 設定ソフト」 
をインストールすることをおすすめします。 

「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライバ）のインス! -- ル方法 
は P .4 〜 P .6 参照。 

「FCMA PC 設定ソフト」のインストール方法は P .8 参照。 


バソコンと FOMA 端末を接続する 

FOMA USB 接続ケーブル（別売）の取り付け方法に 
ついて説明します。 

FOMA 端末の外部接続端子の向きを確認 
し、 FOMA USB 接続ケープルの外部接続 
コネクタをまっすぐ「カチッ J と音がする 
まで差し込む 
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FOMA USB 接続ケーブルの USB コネク 
夕をバソコンの USB 端子に接続する 



• FOMA USB 接続ケーブルのコネクタは無理に差し込まないで 
ください。故障の原因となります。各コネクタは正しい向き、 
正しい角度で差し込まないと接続できません。正しく差し込ん 
だときは、強い力を入れなくてもスムーズに差し込めるように 
なっています。うまく差し込めないときは、無理に差し込ま 
ず、もう一度コネクタの形や向きを確認してください。 

• USB ケーブルは専用の FOMA USB 接続ケーブルをお買い求め 
ください。（パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状が 
異なるため使用でぎません。） 

• FOMA 端末に表示される「4」は、パケット通信または 64 K 
データ通信の通信設定ファイル（ドライパ）のインストールを 
行い、パソコンとの接続が認識されたときに表示されます。通 
信設定ファイル（ドライパ）のインス!ル前には、パソコン 
との接続が認識されず、「！」も表示されません。 


■取り外し方 

1 . FOMA USB 接続ケーブルの外部接続コネクタのリリースポ 
タンを押しながら、まっすぐ引き抜く。 

2. パソコンの USB 端子から FOMA USB 接続ケーブルを引き抜 

く。 



• FOMA USB 接続ケーブルは無理に取り外さないでくださ 
し'！。故障の原因となります。 

•データ通信中は FOMA USB 接続ケーブルを取り外さない 
でください。パソコンや FOMA 端末の誤動作や故障、デー 
夕消失の原因となります。 

• FOMA USB 接続ケーブルの取り付け • 取り外しは連続し 
て行わないでください。一度、取り付け•取り外しを行つ 
た場合は、間隔をおいてから再び行ってください。 


通信設定ファイル（ドライバ）をイン 
ス I ルする 

通信設定ファイル（ドライバ）のインストールは、ご 
使用になるパソコンに FOMA 端末を FOMA USB 接 
続ケーブルで初めて接続するときに必要です。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 


Windows ® XP の場合 


FOMA 端末と FOMA USB 接続ケープル 
(別売）を接続する （ P .3 參照） 

Windows ® を起動し 「FOMA P 702 iD 
用 CD - ROM 」 をパソコンにセツトする 

「ランチヤ」画面を閉じる 

•この画面は 「FOMA P 702 i □用 CD - ROM 」 をパソコンに 
セットすると、自動的に表示されますが、お使いのパソコ 
ンの設定によっては、表示されないことがあります。その 
場合は、手順4へ進みます。 

•「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライパ）のインス! -- ル 
中にこの画面が表示された場合も「閉じる」をクリックし 
ます。 

4 FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 

インス I >_ルを始める 

タスクパーのインジケータから「新しい八ードウエアが見つ 
かりました」というポップアップのメッセージが数秒間表示 
されたあと、下の画面が表示されます。 

「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリッ 
クします。 

* お使いのパソコンにより、この画面は表示されない場合が 
あります。 



次ページにつづく 






































インストール方法を選ぶ 

「一覧または特定の場所からインス!ルする（詳細)」を選 
択し、「次へ」をクリックします。 



ドライバを選ぶ 

「次の場所で最適のドライパを検索する」を選んだあと、「リ 
ムーバブルメディア（フロッピー、 CD - ROM など）を検 
索」のチェックを外し、「次の場所を含める」をチェックし 
ます。「参照」をクリックし、「く CD - ROM ドライブ名>:¥ 
USB Driver ¥ Win 2 k _ XPJ を指定し、「次へ」をクリック 
します。 ( CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって 
異なります。） 

• ドライバは Windows ® 2000 Professional と共通です。 



© 次の埔所で最通® 碰索す 5© 

リムザブルメディアルカル咖搬で燃枝索された最瓣ラ 


□リム'"パブルメディアビへ CD-ROM など〉を検索 (M> 

0;欠の埸所を含める (Q): 

ID；¥USB 0river¥Win2k.XP [ 参照 ( B ) J 

〇検索しないで、ィンスト-ルオるドラィパを逞択寸る必 

らドライパを遥択す5(こは、このオプションを逞 U ます。逞択されたドライパは、ハードウ： E ァに最適のもの 


「完了」をクリックする 

4つの 「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライパ） （ P .6 参 
照）がすべてインストールされます。 

すべての 「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライバ）のイン 
ストールが完了すると、タスクパーのインジケータから「新 
しい八ードウエアがインス I ルされ、使用準備ができまし 
た。」というポップアップメッセージが数秒間表示されます。 


引き続き、 「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライバ）が正しく 
インストールされていることを確認します。 （ P .6) 


Windows ® 2000 Professional の場合 


FOMA 端末と FOMA USB 接続ケープル 
(別売）を接続する （ P .3 参照） 

Windows ® を起動し 「FOMA P 702 iD 
用 CD - ROMJ をパソコンにセツトする 


J FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 

インストールを始める 

「次へ」をクリックします。 



「デバイスに最適なドライバを検索する（推 
奨) J を選択し、「次へ」をクリックする 

•お使いのパソコンによっては 「USB DEVICE 」 と表示さ 
れることがあります。 

「場所を指定」を選択し、「次へ」をクリツ 
クする 


検索するフォルダを指定する 

フォルダ名は、「く CD - ROM ドライブ名 〉: ¥USB Driver ¥ 
Win 2 k_XPJ です。 

検索するフオルダを指定したら、「〇 K 」 をクリックします。 
( CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異なりま 
す。） 



ドライバ名 （ P .6 参照）を確認して、「次 
へ」をクリックする 


ここでは 「FOMA P 702 D 」 と表示されます。 

•お使いのパソコンによっては 「USB DEVICE 」 と表示さ 
れることがあります。 

「完了」をクリックする 

4つの 「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライパ） （ P .6 参 
照）がすべてインス I ルされます。 


引き続き、 「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライバ）が正しく 
インス!ルされていることを確認します。 （ P .6) 


「ランチヤ」画面を閉じる 

•この画面は 「FOMA P 702 i □用 CD - ROM 」 をパソコンに 
セットすると、自動的に表示されますが、お使いのバソコ 
ンの設定によっては、表示されないことがあります。 

その場合は、手順4へ進みます。 

•「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライパ）のインス! -- ル 
中にこの画面が表示された場合も「閉じる」をクリックし 
ます。 
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インストールしたドライバを確認する 

「 P 702 iD 通信設定ファイル」（ドライバ）が正しく 
インス I -ールされていることを確認します。 

1 く Windows ® XP の場合〉 

「スタート J ► 「コントロールパネル J を開く 
► 「パフオーマンスとメンテナンス」 

► 「システム」を開< 

< Windows ® 2000 Professional の場合〉 

「スタート」 ► 「設定」 ► 「コントロールパ 
ネル」を開く ► 「システム」を開く 

「八ードウエア」タブをクリック 
► 「デバイスマネージャ」をクリックする 


各デバイスをクリックして、インス!^ール 
されたドライバ名を確認する 

「ポート （ COM と LPT )」、 「モデム 」、 ruSB (Universal 
Serial Bus ) コント□-ラ」の下にすベてのドライバ名が 
表示されていることを確認します。 



Windows ® XP の場合 



Windows ® 2000 Professional の場合 
※ COM ポート番号は、お使いのノぐノコンによつて異なります。 


「 P 702 iD 通信設定ファイル」（ドライバ）をインス 
I -ールすると、以下のドライバがインス!-ールされま 
す。 


デパイス名 

P 702 D 通信設定ファイル（ドライパ）名 

ポート （ COM と LPT ) 

- FOMA P 702 iD Command Port 
- FOMA P 702 iD OBEX Port 

モデム 

- FOMA P 702 iD 

USB (Universal Serial 
Bus ) コント□—ラ 

- FOMA P 702 iD 


「FOMA PC 設定ソフト」を使って接続先の設定をするには 
P .8 参照。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに接続先の設定をするには 
P .19、 P .28 参照。 


通信設定ファイル（ドライバ）をアン 
インス I ルする 

「 P 702 iD 通信設定ファイル」（ドライバ）のアンイ 
ンストールが必要になった場合（バージョンアップす 
る場合など）は、次の手順で行ってください。ここで 
は Windows ® XP を例にしてアンインス I -ールを説 
明します。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 

ユーザーで 行ってください。 

FOMA 端末とパソコンが FOMA USB 接続 

ケープル（別売）で接続されている場合は、 

FOMA USB 接続ケープルを取り外す 

「スタート J ► 「コントロールパネル」 

► 「プログラムの追加と削除」を開く 

「FOMA P 702 iD USBJ を選択して、 

「変更と削除」をクリックする 

4 roKj をクリックする 

「はい」をクリックして Windows® を再起 

動する 

以上でアンインス I ルは終了です。 

•「いいえ」をクリックした場合は、手動で再起動をしてく 
ださい。 

•「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライパ）をインス!ルする 
ときに、途中でパソコンから FOMA US 巳接続ケーブルを抜い 
てしまったり、「キャンセル」ポタンをクリックしてインス 
卜ールを中止してしまった場合は、 「 P 702 i □通信設定ファイ 
ル」（ドライパ）が正常にインス!ルされない場合がありま 
す。このような場合は 、 「FOMA P 702 i □用 CD - ROM 」 内の 
「 US 日 Driver」—runinstj を開き 「 p 702 idun . exe 」 を実 
行して 「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライバ）を一度削除 
してから、再度インス!ルし直してください。 

•間違って異なる CS の 「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライ 
パ）をインス!ルすると、正しく動作しません。 「 P 702 iD 
通信設定ファイル」（ドライパ）をアンインストールし、再度 
インス I ルし直してください。 
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FOMA PC 設定ソフトによる通信の 
設定 


STEP 1 ソフトのインストール 


「FOMA PC 設定ソフト」をインストールしま 
す0 

インス I ル方法については P .8 参照。 

「旧 FOMA PC 設定ソフト」がインス I ルされている場合 
は 、 「FOMA PC 設定ソフト」をインス!ルできませんの 
で、あらかじめアンインス!ルしてください 。 「FOMA PC 
設定ソフト」はデータ通信対応のすべての FOMA 端末で利用 
でぎます。 



STEP 2 設定前の準備 


I 各種設定前の準備をします。 

各種設定の前に FOMA 端末にパソコンが接続され、正しく認 
識されていることを確認してください 。 FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）の取り付け方法ついては P .3 参照。 

FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない場合、各種 
設定および通信を行えません。 FOMA 端末がパソコンに正し 
く認識されているか確認するには P .6 参照。 

「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライバ）のインス!ル方 
法については P .4 〜 P .6 参照0 



STEP 3 各種設定作業 


ご利用の通信に対応した設定をします。 


かんたん設定からパケット通信を設定する 
「 moperaU 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .10 

「 moperaU 」 または 「 mopera 」 以外の 

プ□パイダを利用する場合 . P . l 1 

かんたん設定から 64 K データ通信を設定する 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 を 

接続先として利用する場合 . P .13 

「 moperaU 」 または 「 mopera 」 以外の 
プ□パイダを利用する場合 . P .13 


W - TCP 設定でバケツト通信性能を最適化するには P .1 7参照。 
接続先 （ APN ) を設定するには P . 18参照。 



FOMA PC 設定ソフトについて 

FOMA 端末をパソコンに接続してバケット通信や 
64K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です。 「FOMA PC 設定ソフト」を使う 
と、簡単な操作で以下の設定ができます。 「FOMA 
PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信や 64K 
データ通信を設定することもできます。 （P.19、 
P.28 参照） 「FOMA PC 設定ソフト」はデータ通信 
対応のすべての FOMA 端末で利用できます。 


■かんたん設定 

ガイドに従い操作することで 「 FOMA データ通信用ダイヤル 
アップの作成」や 「 W - TCP の設定」などをかんたんに行いま 
す。 

■ W - TCP の設定 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン内の通信設定 
を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、 W - TCP 設定による通信設定 
の最適化が必要になります。 

■接続先 （ APN ) の設定 

バケット通信に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。 
FCMA パケット通信の接続先には、 64 K データ通信と異なり通 
常の電話番号は使用しません。 

あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN (Access 
Point Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 
( cid ) を接続先番号欄に指定して接続します。 

お買い上げ時、 cid ※の1香には mopera の接続先 （ APN ) 
「 mopera . ne . jp 」 が、 cid ※の3番には mopera U の接続先 
( APN )「 mopera . net 」 が登録されていますが、その他のプロ 
バイダや企業内 LAN に接続する場合は接続先 （ APN ) の設定が 
必要になります。 

※ 「Context Identifier 」 のことで、パケット通信の接続先 
( APN ) を FOMA 端末に登録する番号 


•古いパージョンの 「FOMA PC 設定ソフト」（パージョン 
1.0.0、以後旧 FOMA PC 設定ソフトと呼びます）がインス 
卜ールされている場合は、本 「FOMA PC 設定ソフト」（パー 
ジョン 2.0. 1 ) のインス I ルを行う前にアンインス I ルし 
てください。ノ（ージョン情報の確認については P .9 参照。 

• 702 iS シリーズより前に発売された FOMA 端末に添付の 
「FOMA PC 設定ソフト」をインストールされている場合は、 
あらかじめそれらのソフトをアンインス I ルしてください。 
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FOMA PC 設定ソフトをインス I >一 
ルする 

FOMA 端末をパソコンに接続してバケット通信や 
64 K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です。 

「FOMA PC 設定ソフト」を使うと、簡単な操作でダ 
イヤルアップ、 W - TCP や接続先 （ APN ) の設定がで 
きます。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 


FOMA PC 設定ソフトインストール時 
の注意 


動作環境をご確認ください 


「FOMA PC 設定ソフト」は以下の動作環境でご利用 
ください。 


項目 

説明 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使用する場合： 
US 巳ポ_ 卜 (Universal Serial Bus 
Specification Rev 1.1 準拠） 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 、 
Windows ® XP (各日本語版） 

必要メモリ 

Microsoft ® Windows ® 2000 Professional : 
64 M パイト以上※ 

Windows ® XP : 128 M パイト以上※ 

八ードディスク 
容量 

5 M バイト以上の空き容量* 


※必要メモリおよび八ードディスクの空き容量はシステム環境に 
よつて異なることがあります。 


FOMA 端末がノぐノコンに正しく認識されてい 
るかご確認ください 


「FOMA PC 設定ソフト」をインストールする前に、 
パソコンのデバイス上に 「 P 702 iD 通信設定フアイ 
ル」（ドライバ） （ P .6 参照）が正しく登録されている 
必要があります。 （ P .6 参照） 


■ F 0 MA 5 崩末をはじめてパソコンに接続すると 

下のよ5なウィザードが開始されます。 

FCMA データ通信を利用するには、ご利用のノくソコン側に、 
FCMA 端末が「通信デパイス」として登録されている必要があ 
ります。 

「 P 702 D 通信設定ファイル」（ドライパ）のインス! — ルにつ 
いては P .4 〜 P .6 参照。 



FOMA PC 設定ソフトをインス I ル 
する 

ここでは Windows ® XP にインス I -ールするときの 
画面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面 
の表示が多少異なります。 

添付の 「FOMA P フ 02 iD 用 CD - ROM 」 

をパソコンにセットする 

「FOMA PC 設定ソフト」をインストールするには 

「FOMA PC 設定ソフト」をク IJ ックする 

CD - ROM が自動再生されない場合は、マイコンピュータ等 
で CD - ROM を参照して、 「 FOMA _ PCSET 」 フォルダ内に 
ある 「 SETUP . EXE 」 をダブルクリックしてください。 

•「FOMA PC 設定ソフト」のインス I ル中にこの画面が 
表示された場合は、「閉じる」をクリックします。 



インストールソフトウェアを逞折してください。 


FOMA PC 設定ソフト 


First Pass PG ソフト 


SD-Jukebox 


表示する文喾を逞択してください。 

デ'-夕通信マニュアル 

Manual for Data Communication 



GPL-LGPL 等について 
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「次へ」をクリックする 

セットアップを始める前に、現在稼働中の他のプ□グラムが 
ないことをご確認ください。ご使用中のプ□グラムがあった 
場合は、「キャンセル」をクリックして、ご使用中のプ□グ 
ラムを保存終了させたあとインス I ルを再開してくださ 
い。 

•「旧 W - TCP 設定ソフト」、「旧 FOMA データ通信設定ソフ 
卜」および「旧 FOMA PC 設定ソフト」がインス! -- ルさ 
れているという画面が出た場合は P .9 参照。 

4 内容をご確認の上、契約内容にご同意いた 
だける場合は、「はい」をクリックする 

セットアップタイプを選択する 

セットアップ後、タスクトレイに 「 W - TCP 設定」を常駐さ 
せるかどうか選択できます。 「 W - TCP 設定」がタスクトレ 
イにあれば、 「 W - TCP 通信」の設定•解除が簡単に操作で 
きます。通常は「タスクトレイに常駐する」にチェックを付 
けたまま、「次へ」をクリックしてインストールを続けてく 
ださい。 

•「タスクトレイに常駐する」のチェックを外して設定した 
場合でも 「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」— 
「 W - TCP 設定をタスクトレイに常駐させる」を選択するこ 
とにより設定変更可能です。 



デスクトップの右下（通常）のタスク « r ,-： -« 

トレイに表示されます。 

0 インストール先を確認して、「次へ」をク 
■ J ックする 

変更する場合は、「参照」をクリックして、任意のインス 
I ル先を指定して「次へ」をクリックしてください。 
(異なったドライブにもインストールできますが、八ード 
ディスクスペースなどの問題がなければそのままお進みくだ 
さい。） 



プログラムフォルダのフォルダ名を確認し 
て、「次へ」をクリックする 

変更する場合は、新規フォルダ名を入力して、「次へ」をク 
リックしてください。 



「完了」をクリックする 

セツトアップが完了すると 、 「FCMA PC 設定ソフト」の操 
作画面が起動します。 


■「FOMA PC 設定ソフト」インス!-ール時の画面表示 

「旧 W - TCP 設定ソフト」がインス I -ールされている場合 

警告画面が表示されます。 

「アプリケーションの追加と削除」から旧ノ（ージョンの 
「 W - TCP 設定ソフト」をアンインス I ルしてください。 

「旧 FOMA データ通信設定ソフト」がインストールされている場合 

警告画面が表示されます。 

「アプリケーションの追加と削除」から旧パージョンの 「FOMA 
データ通信設定ソフト」をアンインストールしてください。 

「旧 FOMA PC 設定ソフト」がインス I -ールされている場合 

警告画面が表示されます。 

「アプリケーションの追加と削除」から旧パージョンの 「FOMA 
PC 設定ソフト」をアンインストールしてください。 

インストール途中で「キャンセル」を押した場合 

セットアップの途中で「キャンセル」や「いいえ」をクリック 
した場合、確認画面が表示されます。インストールを継続する 
場合は「いいえ」を、意図的に中止する場合は「はい」をク 
リックし、「完了」をクリックしてください。 


■「FOMA PC 設定ソフト」のパージョン情報の確認について 



「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」—「パージョン情報」 
を選択します。 

「FOMA PC 設定ソフト」のパージョン情報が表示されます。 
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通信の設定を行う 


バケツト通信や 64 K データ通信に関するさまざまな 
設定をします。 

簡単に設定できる「オート設定」とパソコンの知識が 
必要な「マニュアル設定」があります。 

設定の前に FOMA 端末がバソコンに接続されている 
かご確認ください。 

「スタート J ► 「すべてのプログラム」 

► 「FOMA PC 設定ソフト」 

► 「FOMA PC 設定ソフト」を開く 

く Windows ® 2000 Professional の場合〉 

「スタート」—「プ□グラム 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 

— 「FOMA PC 設定ソフト」を開く 

この設定ソフトでは、お客様の選択した「接続方法」および 
「接続プ□バイダの情報」に従い、表示される設問に対する 
選択 • 入力を進めていくと、簡単に F 0 MA 用ダイヤルアツ 
プを作成できます。 

• 「かんたん設定」からバケツト通信を設定する場合は P . 10 
参照。 

• 「かんたん設定」から 64 K データ通信を設定する場合は 
P . 13参照。 

- 「 W - TCP 設定」を設定する場合は P . 17参照。 

• 「接続先 （ APN ) 設定」をする場合は P . 18参照。 



通信ポート指定について 

「FOMA PC 設定ソフト」の「メニュー」 

_ 「通信設定」を選択する 

• 自動設定（推奨） 

自動的に接続されている F 0 MA 端末を指定します。 

通常は自動設定をお選びください。 

- COM ポート指定 

CCM ポート番号を指定したい場合に、ご利用の F 0 MA 5 器 
末が接続されている COM ポート番号 （ COM 1〜 99) を 
指定します。 

• CCM ポート番号の確認方法については P . 19参照。 



roKj をクリックする 

設定が適用されます。 


かんたん設定か5バケツト通信を選択 
する 


「mopera U 」 または 「 mopera 」 を接続先 
として利用する場合 


バケット通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す。（受信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続サービス rmopera UJ 
/ rmopera 」 をご利用いただけます 。 rmopera U 」 
をご利用いただく場合は、お申し込みが必要（有料） 
となります。 rmopera 」 をご利用いただく場合は、 
お申し込み不要、月額使用料無料です。 

「かんたん設定」をクリックする 


[&: FOMA PC 

mmvyb E 回 1 

m 

「メニュ -M 


「■オート設定(推奨） 




「バケット通信」を選択して、「次へ」をク 
ックする 

「バケット通信」にチェックが付いていることを確認して、 
「次へ」をクリックしてください。 
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「『mopera U 』 への接続」または 
rrmoperaj への接続」を選択して、「次 


へ」をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

r[mopera UJ への接続」を選択した場合は、ご契約がお済 
みかどろかの確認画面が表示されます。ご契約がお済みの場 
合、「はい」をクリックします。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外のプ□バイダをご 
利用の場合は P . l 1参照。 

roKj をク ij ックする 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 

接続名を入力して、「次へ」をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「 ¥ 」「/」「:」「*」「?」「!」「く」「>」「 I 」「"」は入力 
でぎません。 



「次へ」をクリックする 

接続先が 「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ザ_名 • パスワードについては空欄でも接続できます。 

• ユ_ザ_の選択を任意に行つてください。 

「最適化を行う」にチェックを付け、「次へ」 


をク 1 J ックする 

•すでに最適化されている場合、最適化を行うための確認画 
面は表示されません。 

設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 

• 「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカツトが作成されます。 


g roKj をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P . 15参照） 

*「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要があります。 



「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 
プ□バイダを接続先として利用する場合 


パケツト通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す。（受信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 
「 mopera 」 以外のプ□バイダを利用する場合は、別 
途契約申し込み等が必要となる場合があります。 

「かんたん設定」をクリックする 



「バケット通信」を選択して、 r 次へ」をク 
■ j ックする 

「バケット通信」にチェックが付いていることを確認して、 
「次へ」をクリックしてください。 

「その他」を選択して、「次へ」をクリック 
する 

「その他」にチェックが付いていることを確認して、「次へ」 
をクリックしてください。 

^ roKj をクリックする 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 
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接続名を入力する 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「 ¥ 」「/」「:」「*」「?」「!」「く」「>」「 I 」「"」は入力 
でぎません。 

•「接続先 （ APN ) の選択」欄には標準で 「 mopera . ne . jp 」 
が設定されていますが、「接続先 （ APN ) 設定」画面に進 
んでください。 



「接続先 （ APN ) 設定」をクリックする 

お買い上げ時、番号 ( cid ) 1には 「 mopera . ne . jp 」 が、番 
号 ( cid ) 3には 「 mopera . net 」 が設定されています。「追 
加」をクリックして、「接続先 （ APN ) の追加」画面で、 
F 0 MA パケット通信に対応した接続先名 （ APN ) を正しく 
入力して、 「0 K 」 をクリックします。 

•プ□パイダの接続先 （ APN ) については、各プ□バイダ 
にお問い合わせください。 

•「パケット通信設定」の画面に戻ります。新たに設定した 
接続先 （ APN ) を選択して、よろしければ 「0 K 」 をク 
リックしてください。 



接続先 (APN): |1 こ ] 

番号 (cid>: |2~ 


キャンセル | 


Q ユーザー名•パスワードを設定して、「次 
へ」をクリックする 

ユ _ ザ _ 名 • パスワ _ ドの設定は、インタ _ ネットサ _ ビス 
プ□バイダから提供された各種情報を、大文字 • 小文字など 
に注意し、正確に入力してください。 

• ユーザーの選択を任意に行つて <ださい。 


使用可能 ユーザーの 逞択 


この接続を利用で•きるユ-ザ-を指定してく妫い 
c I # ベてのュ -iH 
r 自分齡 


「ユ十名•パスワード設定 


ア織 M ち▼力入薦い。 


2-ザ-名： 

パスワ-ド： 厂 

[7 パスワードを f 呆存寸5 


<戻る@ 次へ⑽> | _キゃンセル ] 


「最適化を行う」にチェックを付け、「次へ」 
をク IJ ックする 

•すでに最適化されている場合、最適化を行ろための確認画 
面は表示されません。 

設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

* 設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 

*「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

roKj をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのシヨートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P . 15参照） 

•「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要があります。 



「詳細情報の設定」をクリックする 

「 IP アドレス」 • 「ネームサーパー」の設定画面が表示されま 
す。ご加入のプ□パイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力が必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
各種アドレスを設定して roKj をクリックします。 

「次へ」をクリックする 
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かんたん設定か 564 K データ通信を選 
択する 


「 moperaU 」 または 「 mopera 」 を接続先 
として利用する場合 


64 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続サービス 「 moperaU 」 
/ 「 mopera 」 をご利用いただけます 。 「mopera U 」 
をご利用いただく場合は、お申し込みが必要（有料） 
となります。 「 mopera 」 をご利用いただく場合は、 
お申し込み不要、月額使用料無料です。 

「かんたん設定」をクリックする 



「64 K データ通信」を選択して、「次へ」を 
ク U ックする 

「64 K データ通信」にチェックが付いていることを確認し 
て、「次へ」をクリックしてください。 

「『mopera U 』 への接続」または 
「『 mopera 』 への接続」を選択して、「次 
へ」をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約がお済 
みかどろかの確認画面が表示されます。ご契約がお済みの場 
合、「はい」をクリックします。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外のプ□バイダをご 
利用の場合は P . 13参照。 

4 接続名を入力して、「次へ」をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

また、「モデムの選択」欄で 、 FOMA P 702 D が表示され 
ていることをご確認ください。 

•半角の「 ¥ 」「/」「:」「*」「?」「!」「く」「>」「 I 」「"」は入力 
でぎません。 



「次へ」をクリックする 

接続先が 「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ザ_名 • パスワードについては空欄でも接続できます。 

• ユーザーの選択を任意に行つてください。 

設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

* 設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 

*「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

roKj をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P . 15参照） 



「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 
プ□バイダを接続先として利用する場合 


64 K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64 kbps ) 
「 mopera 」 以外のプ□バイダを利用する場合は、別 
途契約申し込み等が必要となる場合があります。 

「かんたん設定」をクリックする 



「64 K データ通信」を選択して、「次へ」を 
ク 1 J ックする 

「64 K データ通信」にチェックが付いていることを確認し 
て、「次へ」をクリックしてください。 

「その他」を選択して、「次へ」をクリック 
する 

「その他」にチェックが付いていることを確認して、「次へ」 
をクリックしてください。 


13 











































ダイヤルアップ情報を入力する 

rmopera UJ または 「 mopera 」 以外の ISDN 同期 64 K 対 
応プ□パイダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時に、 

① 接続名の入力（任意） 

② モデムの選択 (FOMA P 702 iD ) 

③ プ□パイダ接続の電話番号 
をそれぞれに登録します。 

プ□パイダ情報を元に正しく入力してください。 

•「接続名」欄に半角の「¥」17」「:」「*」「?」「!」「<」「>」 
「 I 」「"」は入力できません。 



「詳細情報の設定」をクリックする 

「 IP アドレス」 • 「ネームサーパー」の設定画面が表示されま 
す。ご加入のプ□パイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力が必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
各種アドレスを設定して fOKJ をクリックします。 


設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

Q roKj をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。接続確認 
後、インターネットブラウザやメールブラウザを起動して通 
信できます。 （ P . 15参照） 



「次へ」をクリックする 


ユーザー名 • パスワードを設定して、「次 
へ」をクリックする 

ユ _ ザ _ 名 • パスワ _ ドの設定は、インタ _ ネットサ _ ビス 
プ□パイダから提供された各種情報を、大文字 • 小文字など 
に注意し、正確に入力してください。 

• ユーザーの選択を任意に行つてください。 
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設定した通信を実行する 


ここでは Windows ® XP を例にしてダイヤルアップ 
接続を説明します。 P .3 の手順に従って、 FOMA 端末 
とパソコンを接続します。 

デスクトップのダイヤルアップの 
シヨートカットアイコンをダブル 
ク U ックする 

通信設定で作成された FOMA 接続のシヨートカットアイコ 
ンを開くと、通信接続を開始するための接続画面が表示され 
ます。 

•シヨートカツトアイコンがない場合は以下の操作でアイコ 
ンを表示します。 



く Windows ® XP の場合〉 

「スタート」—「すべてのプ□グラム」—「アクセサリ」 

—「通信」— r ネットワーク接続」 

く Windows ® 2000 Professional の場合〉 

「スタート」「プ□グラム」—「アクセサリ」—「通信」 
—「ネットワークとダイヤルアップ接続」 

? ユーザー名、パスワードを入力し、「ダイヤ 
ル」をクリックする 

•「 moperaU 」 または 「 mopera 」 の場合はユーザー名、 

パスワードについては空欄でも接続できます。 

• 「次のユーザーが接続するとき使用するために、このユー 
ザー名とパスワードを保存する」にチェックを付けると、 
このユーザーもしくはすべてのユーザーは次回から入力す 
る必要がなくなります。 



タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをク U ック 
して、接続されたことを確認する 

•ブラウザ ソフ トを起動してホームページを閲覧したり、電 
子メールなどを利用できます。 




• ダイヤルアツプ設定を行った F 0 MA 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる F 0 MA 端末を接続する場合は、再度、 
通信設定ファイル（ドライパ）のインス!ルが必要になるこ 
とがあります。 

•通信中は F 0 MA 端末の消費電力が大きくなります。 

•バケツト通信中は、 F 0 MA 端末に通信状態が表示されます。 

「▽」（通信中、データ送信中） 

「ム」（通信中、データ受信中） 

「&■」（通信中、データ送受信なし） 

「 fr 」 （発信中、または切断中） 

「，」（着信中、または切断中） 

• 64 K データ通信中は、 F 0 MA 端末に「卜」が表示されます。 


切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをク 1 J ツク 
する 




「切断」をクリックする 


•ブラウザソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合があります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断してください。 

•パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合があります。 
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FOMA PC 設定ソフトをアンインス 
卜ールする 

アンインストールを実行する前に 

「FOMA PC 設定ソフト」をアンインストールする前 
に、 FOMA 用に変更された内容を元に戻す必要があ 
ります。 


アンインストールをする 

ここでは Windows ® XP でアンインス I ルすると 
きの画面を掲載しています。お使いのパソコンにより 
画面の表示が異なります。 

• 必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持った 
ユーザーで 行ってください。 

「スタ _ 卜」 ► 「コン ト ロールパネル」 

► 「プログラムの追加と削除」を開く 


起動中のプログラムを終了する 

•「 W - TCP 設定ソフト」を終了しま 
す。 

ウィンドウ右下タスクトレイの 
「 W - TCP 設定ソフト」を右クリツ 
クして、「終了」を選択します。 

•「FOMA PC 設定ソフト」を終了 
します。 



く Windows ® 2000 Professional の場合〉 

「スタート」—「設定」—「コント□—ルパネル」—「アブ 
リケーシヨンの追加と削除」 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」 
を選択して、「変更と削除」をクリックする 

• Windows ® 2000 Professional では「変更/削除」と表 
示されます。 


「FOMA PC 設定ソフト」右下にある「終了」をクリック 
します。 


W-TCP 設定. 
芾註させない 


ぬ 1 〇:〇〇 


•「FOMA PC 設定ソフト」や 「 W - TCP 設定ソフト」が起動 
中にアンインス!ルを実行しようとすると、下のような 
画面が表示されます。アンインス!ルプ□グラムを中断 
し、それぞれのプ□グラムを終了させてください。 



削除するプログラム名を確認して、「はい」 
をク IJ ックする 

アンインス I ルが実行されプ□グラムが削除されます。 



4 roKj をクリックする 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインス I ルが終了します。 


■rw-Tcp 最適化」を解除するには 

W - TCP が最適化されている場合は、下の画面が出ます。通常は 
「はい」をクリックして、最適化を解除してください。 



設定を有効にするために、「はい、今すぐコンピュータを再起動 
します。」を選択して、「完了」をクリックしてください。 
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W - TCP ソフトの役割 

「 W _ TCP 設定ソフト」は FOMA ネットワークでパ 
ケット通信を行う際に、 TCP / IP の伝送能力を最適化 
するための 「 TCP パラメータ設定」ツールです。 
FOMA 端末の通信性能を最大限に活用する前に、こ 
のソフトウェアによる通信設定の最適化が必要です。 
「かんたん設定」で「最適化を行う」にチェックを入 
れてダイヤルアップを作成した場合、ここでは最適化 
を行う必要はありません。 

最適化の設定と削除 


Windows ® XP の場合 


Windows ® XP の場合はダイヤルアップごとに最適 
化設定が可能です。 

1 < 「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合> 

「FOMA PC 設定ソフト」を起動して、 


「マニュアル設定」の 「 W - TCP 設定」を 


クリックする 


-T 赠定； L 纏基!■離，め、 バ、ジ她 
■先 ( APN ) 設定| 總爵行う際に必要な接続先(訓> の 


<最適化を解除する場合> 

「システム設定」 ► 「最適化を解除する」を 


ク U ツクする 

FOMA 端末以外での通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 



roKj をクリックする 
^ 「はい」をク 1 j ックする 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 


Windows ® 2000 Professional の場合 


< 「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合> 

「FOMA PC 設定ソフト」を起動して、 
「マニュアル設定」の 「 W - TCP 設定」を 
ク U ツクする 


<タスクトレイから操作する場合> 

タスクトレイの rw - Tcp アイコン」を 
クリックして、プログラムを起動する 


左クリック 




■-7—_ T 7 H •三公中 


■刪定」 纆徵，め、パ v コン咖 

_ 接 F 先 ( APN ) 詮定 パケ、ソ Y ^ (APN) 0 ) 



<タスクトレイから操作する場合> 

タスクトレイの rw-Tcp アイコン」をク 
リックして、プログラムを起動する 


<システム設定が最適化されていない場合> 

「最適化を行う」をクリックする 

最適化するダイヤルアップを選択し、「実行」をクリックす 
ると、システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化 
が実行されます。 

<システム設定が最適化されている場合> 

内容の変更などがある場合は設定を行ってください。 



<最適化されていない場合> 

「最適化を行う」をクリックする 


<最適化されている場合> 

「最適化を解除する」をクリックする 

FOMA 端末以外での通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 

roKj をクリックする 


4 「はい」をクリックする 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 
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パケット通信を行う場合の接続先 （ APN ) の設定を 
します。 

FOMA バケット通信の接続先には、 64 K データ通信 
と異なり通常の電話番号は使用しません。あらかじめ 
接続先毎に、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番 
号 （ cid ) を接続先電話番号欄に指定して接続しま 
す。 

cid (Context Identifier ) とはパケット通信の接続 
先 （ APN ) を FOMA 端末に登録する番号のことで 
す。 （ P .21 参照） 

「FOMA PC 設定ソフト」を起動して、 
「マニュアル設定」の「接続先 （ APN ) 設 


定 J をクリックする 


•-贿 驪溢顧零，め、パVコン内の 

接蒺先 ( APN) 詨定 ヶ 、ソ h 通駐奶際に必要な接続先 ( APN ) (D 

roKj をクリックする 

rOKJ をクリックすると、接続された FOMA 端末に自動ア 
クセスし、登録されている「接続先 （ APN ) 設定」を読み 
込みます。また、設定情報は手順3でメニューの「フアイ 
ル」— 「 FOMA 端末から設定を取得」からも読み込めます。 

接続先 ( APN ) の設定をする 

• FCMA 端末が接続されていない場合、この画面は表示され 
ません。 



接続先 （ APN ) の追加 • 編集 • 削除 

•接続先 （ APN ) の追加をする場合は「追加」をクリック 
してください。 

• 登録済みの接続先 （ APN ) を編集（修正）する場合は 
「編集」をクリックします。 

• 登録済みの接続先 （ APN ) を削除したい場合は、対象の 
接続先 （ APN ) を選択して「削除」をクリックしてくだ 
さい。 

※ 「 cidl 」 と 「 cid 3」 に登録されている接続先 （ APN ) 
は削除できません。 （「 cid 3」 を選択して「削除」をク 
リックしても、実際には削除されず、 「 mopera . net 」 

に戻ります。） 

ファイルへの保存 

メニューの「ファイル」—「上書き保存」/「名前を付けて 
保存」からの操作で、 F 0 MA 端末に登録された接続先 
( APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保存したりできます。 


ファイルからの読み込み 

メニューの「ファイル」—「開く」からの操作で、パソコン 
に保存されている接続先 （ APN ) 設定を読み込めます。 

F 0 MA 端末からの接続先 （ APN ) 情報の読み込 
み 

メニューの「ファイル」— 「 F 0 MA 端末から設定を取得」 
からの操作で、接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末から読み 
込めます。 

FOMA 端末への接続先 （ APN ) 情報の書き込み 

「 FOMA 端末へ設定を書き込む」をクリックすると、表示さ 
れている接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末に書き込めます。 
ダイヤルアップ作成機能 
接続先 （ APN ) 設定画面上で追力卩 • 編集された接続先 
( APN ) を選択し、「ダイヤルアップ作成」をクリックする 
と、パケット通信ダイヤルアップが作成できます 。 FOMA 
端末に接続先 （ APN ) 情報の書き込みがされていない場合 
は、 FOMA 端末設定書き込み確認画面が表示されますので、 
「はい」をクリックします。書き込み終了後、「パケット通信 
ダイヤルアップ作成画面」が表示されます。 

任意の接続先名を入力し、「アカウント•パスワードの設定」 
をクリックしてください 。 (mopera U または mopera の場 
合は空欄でも接続できます。） 

ユーザー名とパスワードを入力し、使用可能ユーザーの選択 
をして「〇 K 」 をクリックしてください。 

ご利用のインターネットサービスプ□バイダより、 IP およ 
び DNS 情報の設定が指示されている場合、「詳細情報の設 
定」をクリックし、必要な情報を登録後、 「0 K 」 をクリッ 
クしてください。 

設定入力が完了したら、 「0 K 」 をクリックしてください。 
ダイヤルアップが作成されます。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 を利用する場合は P .1 0参 
照。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外のプ□バイダを利用 
する場合は P . l 1参照。 

•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要があります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録してください。 
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Windows ® XP の場合 


ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 

バケット通信の設定をする 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、パケット通信 
の接続を設定する方法について説明します。 

バケット通信では、パソコンからさまざまな設定を行 
う場合に AT コマンドを使用します。設定を行うため 
には、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必 
要です。ここでは、 Windows ® 標準添付の「八イ 
パーターミナル」を使って説明します。 

ドコモのインターネット接続サービス 「 moperaU 」 
または rmoperaj をご利用になる場合は、接続先 
( APN ) の設定 （ P .20 参照）は不要です。 

発信者番号通知/非通知の設定 （ P .22 参照）は必要 
に応じて行います 。 （「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用の場合は、「通知」に設定する必 
要があります。） 

く AT コマンドによるバケツト通信設定の流れ〉 



COM ポート番号を確認する 

手動で通信設定を行う場合、 「 P 702 iD 通信設定ファ 
イル」（ドライバ）のインストール後に組み込まれた 
「 F 0 MAP 702 D 」 （モデム）に割り当てられた 
COM ポート番号を指定する必要があります。確認方 
法はご利用になるバソコンの 0 S によつて異なりま 
す。 

• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用になる場合、接続先 （ APN ) の設定が不要 
なため、モデムの確認をする必要はありません。 


「スタート J ► 「コントロールパネル」を開く 

「コントロールパネル」の「プリンタとその 
他の八ードウエア」から「電話とモデムの 
オプション」を開< 

「所在地情報」の画面が表示された場合は、 
「市外局番/エリアコード」を入力して、 
roKj をクリックする 

^ 「モデム」タブを開き 、 「FOMA 

P 702 iDJ の「接続先」欄の COM ポート 
番号を確認して、 「 OKJ をクリックする 

* 確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .20 参照）で使用します。 

• プ□ノてティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 



Windows ® 2000 Professional の場合 


「スタート J ► 「設定」 

► 「コントロールパネル」を開く 

「コントロールパネル」の「電話とモデムの 
オプション」を開< 

「所在地情報」の画面が表示された場合は、 
「市外局番 j を入力して、 roKj をクリツ 
クする 
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次ページにつづく 



































A 「モデム」タブを開き 、 「FOMA 

P フ 02 IDJ の「接続先」欄の COM ポート 
番号を確認して、 「 OKJ をクリックする 

•確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .20 参照）で使用します。 

• プ□ノてティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 


タイヤル情報モデム|詳細| 


-UxJ 


次のモデムカ'!インストルされていま言 M : 



追加®...」 肖犧 ( E ) I ブ□パティ© I 


| キゃンセル J 


八イパーターミナルを起動する 

「スタート」—「すべてのプ□グラム」—「アクセサリ」— 
「通信」—「八イパーターミナル」を開きます。 

八イパーターミナル起動後に、「『既定の Telnet 』 プ□グラ 
ムにしますか？」と表示された場合、任意で設定します。設 
定内容につきましては、パソコンメーカおよびマイク□ソフ 
卜にご確認ください。 

• Windows ® 2000 Professional では、パソコンで「ス 
夕一卜」—「プ□グラム」—「アクセサリ」—「通信」— 
「ハイパーターミナル」を開きます。 

A 「名前」の欄に任意の名前を入力して、 
roKj をクリックする 


ここでは例として 「 Sample 」 と入力します。 


接转®設定 ( 5 ) 1^1 


新しぃ掊梡 

名前を入力し、アイ]ンを逞んで伏さい： 

名前⑽_ 

Sample | 

アイ: C / flP : 

圃_泰_ _ _ ^ _ 


接続先 （ APN ) の設定をする 

パケット通信を行う場合の接続先 （ APN ) を設定し 
ます。接続先 （ APN ) は10個まで登録でき、1〜 

10の rcidj ( P .21 参照）という番号で管理されま 
す0 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 をご利用になる場 
合は、接続先 （ APN ) の設定は不要です。 

ここでは接続先 （ APN ) が 「 XXX . abc 」 で、 

FOMA USB 接続ケーブル（別売）を利用した場合を 
例として説明します。実際の APN はインターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 

ここでの設定はダイヤルアップネットワークの設定 
( P .22 参照）での接続先番号となります。 


Windows ® XP の例 


FOMA 端末と FOMA USB 接続ケープル 
(別売）を接続する 

FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケープルをパ 
ソコンに接続する 


j I キャンセル| 


接続方法を選択する 

< 「FOMA P 702 iD 」 の COM ポート番号を選 
択できる場合> 

「接続方法」で 「 F 0 MAP 702 D 」 がインス!ルされた 
COM ポート番号を選択して roKj をクリックします。 

このあと手順6へ進んでください。 

•ここでは例として「 COM 3」を選択します。実際に「接 
続方法」で選択する 「 F 0 MAP 702 ID 」 の COM ポート番 
号については P . 19参照。 



C0M8 

TCP/IP (Winsock) 
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<「FOMA P 702 iD 」 の COM ポート番号を選 
択できない場合> 

「キャンセル」をクリックして「接続の設定」画面を閉じ、 
次の操作を行ってください。 

(1) 「ファイル」メニュ ► 「プ□パティ」を選択します。 

(2) 「 Sample のプ□パティ」画面の「接続の設定」タブの 
「接続方法」の欄で 「FOMA P 702 D 」 を選択します。 

(3) 「国/地域番号と市外局番を使う」のチェックを外しま 
す。 

(4) rOKJ をクリックします。 

このあと手順7へ進んでください。 



COM ポート番号のプロパティが表示され 
るので、 「 okj をクリックする 

* 手順5で COM ポート番号を選択した場合に表示されます。 

接続先 （ APN ) を設定する 

AT + CGDC 0 NT 二 cid ," PPP ”," API\T の形式で入力します。 
cid : 2もしくは4〜10までのうち任意の番号を入力しま 
す。 

※すでに cid が設定してある場合は、設定が上書きされます 
ので注意してください。 

" PPP " についてはそのまま" PPP " と入力します。 

" APN " : APN を""で囲んで入力します。 

(例： cid の2香に XXX . abc という APN を設定する場合） 
AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," XXX . abc " 

入力後3を押して、 0 K と表示されれば APN の設定は完了 
です。 

• 現在の APN 設定を確認したい場合は、 
「 AT + CGDCONT ?0 」と入力します。 

APN 設定が一覧で表示されます。 


Sample -ハイパミナル 圍 


ファイル©編集©表示 iut ( c ) 転送 CD ヘルプ ( U ) 

D 曲 m3 sQB ^ 


AT+CGDC0NT=2 ， "PPP" ， "XXK. abc___ 


roKj と表示されることを確認する 



「ファイル」メニュー ► 「八イバーターミ 
ナルの終了」を選択して、八イバーターミ 
ナルを終了する 


*「現在、接続されています。切断してもよろしいですか？」 
と表示されたときは、「はい」を選択してください。 
•「セッション XXX を保存しますか？」と表示されますが、 
特に保存する必要はありません。 

•接続先 （ APN ) は、 F 0 MA 端末に登録される情報であるため、 
異なる F 0 MA 端末を接続する場合は、再度 F 0 MA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要があります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を F 0 MA 端末に登録してください。 
•入力した AT コマンドが表示されない場合は 「 ATE 13」 と入 
力してください。 


■cid (登録番号）について 

F 0 MA 端末には cid 1から cid 10までの登録番号があり、お買い 
上げ時、 cidl には 「 mopera . ne . jp 」 が、 cid 3 には 
「 mopera . net 」 が接続先 （ APN ) として登録されています。 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外に接続する場合は、 cid 2 
と cid 4 〜10のいずれかにプ□バイダまたはネットワーク管理者 
より指示される接続先 （ APN ) を設定する必要があります。 


お買い上げ時の cid 登録 


登録番号 （ cid ) 

接続先 （ APN ) 

1 

mopera . ne.jp ( mopera ) 

2 

未設定 

3 

mopera.net (mopera U ) 

4〜10 

未設定 


■ cid に登録した接続先 （ APN ) に接続するときの「電話番号」 
について 

「*99* * *< cid 番号>#」 

(例） cid 2 に登録した接続先 （ APN ) に接続する場合 
*99* * *2# 


■接続先 （ APN ) 設定のリセツト/確認について 

接続先 （ APN ) 設定のリセット/確認も AT コマンドを使って行 
います。 

接続先 ( APN ) 設定のリセット 

リセットを行った場合、 Cid = l の接続先 （ APN ) 設定が 
「 mopera . ne . jp 」 （初期値）に、 cid =3 の接続先 （ APN ) 設定が 
「 mopera . net 」 （初期値）に戻り、 cid =2 と cid 4 〜10の設定は 
未登録となります。 

(入力方法） 

AT + CGDC 0 NT = W {すべての cid をリセットする場合） 
AT + CGDC 0 NT 二 〈 c _ H (特定の cid のみリセットする場合） 
接続先 ( APN ) 設定の確認 
現在の設定内容を表示させます。 

(入力方法） 

AT + CGDC 0 NT ? 
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発信者番号の通知/非通知を設定する 

パケット通信を行うときに、通知/非通知設定（接続 
先にお客様の発信者番号を通知するかどうかの設定） 
を行えます。発信者番号はお客様の大切な情報なの 
で、通知する際には十分にご注意ください。発信者番 
号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行う 
前に AT コマンド （*DGP 旧コマンド） で設定できま 
す。 

1 「八イパーターミナル」などの通信ソフトを 
起動する 

•「八イノてーターミナル」での操作方法については P .20 参 
照。 

* DGPIR コマンド （ P .32 參照）で発信者 
番号の通知/非通知を設定する 

* 発信/着信応答のときに自動的に184 (非通知）を付け 
る場合は、 

AT * DGP 旧=113と入力します。 

•発信/着信応答のときに自動的に186 (通知）を付ける 
場合は、 

AT * DGP 旧二20と入力します。 



■ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定 （ P .22 参照）でも、接続先 
の番号に186 (通知）/184 (非通知）を付けることができま 
す。 

* DGPIR コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方 
で186 (通知）/184 (非通知）の設定を行った場合、以下の 
ようになります。 


ダイヤルアップネッ 
トワークの設定 
(cid = 3 の場合） 

*DGPIR 

コマンドに 
よる通知/ 
非通知設定 

発信者番号の通知/非通知 

氺 99 氺氺氺 3# 

設定なし 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

184 氺 99 氺氺氺 3# 

設定なし 

非通知 

(ダイヤルアップネット ワ 
-クの184が優先される） 

非通知 

通知 

1 86*99* * *3# 

設定なし 

通知 

(ダイヤルアップネットワ 
—クの186が優先される） 

非通知 

通知 


•「 moperaU 」 または 「 mopera 」 に接続する場合は、発信者 
番号の通知が必要です。 


Windows ® XP でダイヤルアップ 
ネットワークの設定をする 

r スタート j ► 「すべてのプログラム j 
► 「アクセサリ j ► 「通信」 

► 「新しい接続ウイザード」を開く 

「新しい接続ウイザード」の画面が表示され 
たら、「次へ」をクリックする 



「インターネットに接続する j を選択して、 
「次へ」をクリックする 

4 「接続を手動でセットアップする j を選択し 
て、「次へ」をクリックする 

「ダイヤルアップモデムを使用して接続す 
る」を選択して、「次へ」をクリックする 
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r デバイスの選択」画面が表示された場合 
は、 「 FOMAP フ 02 IDJ のみチェックを 
付けて「次へ」をクリックする 

•「デパイスの選択」画面は、複数のモデムが存在するとき 
のみ表示されます。 



「 ISP 名」の欄に任意の名前を入力して、 
「次へ」をクリックする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



「電話番号」の欄に接続先番号を入力して、 
「次へ」をクリックする 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外の接続先番号については P .21 参照。 
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Q 「ユーザー名」、「パスワード」、「パスワード 
の確認入力」の欄にインターネットサービ 
スプロバイダまたはネットワーク管理者か 
ら指定されたユーザー名とパスワードを入 
力して、「次へ」をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも接続できます。 



「完了」をクリックする 

「スタート J ► 「すべてのプログラム」 

► r アクセサリ j ► 「通信」 

► r ネットワーク接続」を開く 

ダイヤルアップのアイコンを選択して、 
r ネットワークタスク j ► 「この接続の設定 
を変更する」を選択する 

ここでは手順7で入力した名前のアイコンをクリックしま 
す。 



次ページにつづ< 





























































「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、「接 
続方法」の欄で「モデムー FOMA P 702 D 」 にチェックが 
付いているのを確認します。チェックが付いていない場合に 
は、チェックを付けます。また、複数のモデムにチェックが 
付いている場合は、 _ i _| ポタンをクリックして「モデム_ 
FOMA P 702 iD 」 の優先順位を一番上にするか、「モデム 
-FOMA P 702 iD 」 以外のモデムのチェックを外してくだ 
さい。 

「ダイヤル情報を使う」にチェックされている場合には 
チェックを外します。 

•「FOMA P 702 D 」 に割り当てられる COM ポート番号は、 
お使いのパソコンによって異なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外の接続先番号については P .2 1参照。 



「ネットワーク」タブをクリックして、各種 
設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサ_ノの種類」の欄は、 
「 PPP:Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、「インターネッ 
トプロトコル（ TCP / IP )」を選択します。 

「 QoS バケットスケジューラ」は設定変更がでぎませんの 
で、そのままにしておいてください。 

続いて「設定」をクリックします。 

一般 ISP などに接続する場合の TCP / IP 設定は、 ISP または 
ネットワーク管理者に確認してください。 


卜 SAMPLE® ブ D パティ 「？||}<1 


全股オプションセキュリティネツトワーク詳細設定 


〇手び出すタイヤルアツブサリトの種類© 



[ 設定© | 


この接続は)欠の項目を使用します必 

0邊 QoS パヶットスヶジュ-ラ 

□胃 Microsoft ネットワーク用ファイルとブリンタ共有 

□ ^Microsoft ネットワ-ウ用ウライアント 


[ インストール如〉…I し；| [ ブ□パテイ (B) I 


コルです。 


すべてのチェックを外して、 「 OKJ をク 
■ J ツクする 



手順14の画面に戻り、 rOKJ をクリック 
する 

Windows ® 2000 Professional 
でダイヤルアップネットワークの設定 
をする 

「スタート J ► 「プログラム」 

► 「アクセサリ J ► 「通信」 ► 「ネット 
ワークとダイヤルアップ接続」を開く 

9 r ネットワークとダイヤル —I 

アップ接続」の中の「新しい 
接続の作成」をダブルクリッ mzmm 

クする 丨 ■■■■■■■■■. fM ■■…■■… i 

「所在地情報」の画面が表示された場合は、 
「市外局番」を入力して、 roKj をクリッ 
クする 

•「所在地情報」の画面は、手順2で「新しい接続の作成」 

を初めて起動したときのみ表示されます。 

*2 回目以降は、この画面は表示されず、「ネットワークの 
接続ウイザード」の画面が表示されるので、手順5に進ん 
でください。 

A 「電話とモデムのオプション」が表示された 
ら、 「 okj をクリックする 

r ネットワークの接続ウイザード」の画面が 
表示されたら、「次へ」をクリックする 



「インターネットにダイヤルアップ接続す 
る」を選択して、「次へ」をクリックする 


[ OK I [ キャンセル丨 
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「インターネット接続を手動で設定するか、 
またはローカルエリアネットワーク 
(LAN) を使って接続します」を選択して、 
「次へ」をクリックする 

「電話回線とモデムを使ってインターネット 
に接続します」を選択して、「次へ」をク 
■J ックする 

「インターネットへの接続に使うモデムを選 
択する」の欄が 「FOMA P フ 02IDJ に 
なっていることを確認して、「次へ」をク 
■J ックする 

•選択されていない場合には、 「 F 0 MAP 702 D 」 を選択し 
ます。 

* お使いになるパソコンの動作環境によっては、下の画面は 
表示されません。その場合は、手順10へ進みます。 


モデム®透択 


イントネツトへの接続に使うモデムを S 折言る (M>: 


< M5©) |次ハ 

1 キャン fel レ| 


「電話番号」の欄に接続先番号を入力する 

* 「市外局番」の欄には何も入力しません。 

• 「市外局番とダイヤ」レ情報を使う」のチェックを外します。 
• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外の接続先番号については P .21 参照。 


ステ，ブ1:イントネ，トアカウント①接蒺格《 


BP への掊続に使う電話番号を入力して繼、〇 


-|*99***3#| 

番号 (Q): 

|日本 <81〉 二] 

厂市外局番とタイヤル侧奄使う (U) 

W 口温缵驅麟 IT 7 し廳 



「詳細設定」をクリックする 
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「接続」タブの中の設定を行う 

「接続の種類」、「□グオンの手続き」について、インター 
ネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管理者から指 
定されたとおり設定します。 

設定を確認したら、「アドレス」タブをクリックします。 

•「接続」タブでの設定内容については、インターネット 
サービスプロパイダまたはネットワーク管理者へお問い合 
わせ < ださい。 



IP アドレスおよび DNS (ドメインネーム 
サービス）アドレスの設定を行う 

「 IP アドレス」、 「 ISP による DNS (ドメインネームサービ 
ス）アドレスの自動割り当て」について、インターネット 
サービスプ□パイダまたはネットワーク管理者から指定され 
たとおり設定します。 

すべての入力が終わったら、 「0 K 」 をクリックします。手 
順10の画面に戻るので、「次へ」をクリックします。 

• IP アドレスおよび DNS アドレスの設定内容については、 
インターネットサービスプロパイダまたはネットワーク管 
理者へお問い合わせください。 



次ページにつづ< 
























































「ユーザー名」、「パスワード」の欄にイン 
ターネットサービスプロバイダまたは管理 


「スタート J ► 「プログラム」 

► r アクセサリ j ► 「通信」 ► 「ネット 


者から指定されたユーザー名とパスワード 
を入力して、「次へ」をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも接続できます。この場合、「ユー 
ザー名を空白のままにしておきますか？」という画面と 
「パスワードを空白のままにしておきますか？」という画 
面が表示されます。それぞれの画面で「はい」をクリック 
して手順15へ進みます。 



「接続名」の欄に任意の名前を入力して、 
「次へ」をクリックする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 



「いいえ」を選択して、「次へ」をクリック 
する 

•インターネットメールの設定をする場合は、「はい」を選 
択します。 

•設定する場合の詳細については、インターネットサービス 
プロパイダまたはネットワーク管理者へお問い合わせくだ 
さい。 

続いて rrcp / ipj の設定をする 

* 下の画面が表示された場合は、「今すぐインターネットに 
接続するにはここを選び[完了]をクリックしてくださ 
し、」のチェックを外して、「完了」をクリックします。 



ワークとダイヤルアップ接続」を開く 

10 手順15で入力した接続先名のアイコンを選 
択して、「ファイル」メニュー ► 「プロパ 


テイ」を選択する 



「全般」タブで設定を確認する 

•パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、 
「接続の方法」の欄で「モデムー FOMA P 702 D 」 に 
チェックが付いているのを確認します。チェックが付いて 
いない場合には、チェックを付けます。 


• r ダイヤ)レ情報を使う」にチェックが付いていないことを 
確認します。チェックされている場合にはチェックを外し 
ます。 

•「FOMA P 702 D 」 に割り当てられる COM ポート番号は、 
お使いのパソコンによって異なります。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外の接続先番号については P .21 参照。 




全胺 I 打シ3>|性: I リティ丨ネ共 h I 
接続の方法①： 



f j すべて (D デパイスで•同じ番号を呼 U 出す⑪ 搞成(0)... J 



W 接綱にタスウバーにアイコンを表示寸る屻 


OK I ー キャンセル 
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「ネットワーク」タブをクリックして、各種 
設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサ_ノの種類」の欄は、 
「 PPP:Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

コンポーネントは「インターネットプロトコル（ TCP / IP )」 
のみをチェックします。 

続いて「設定」をクリックします。 



すべてのチェックを外して 「 okj をク 
■ j ツクする 



手順21の画面に戻り、 rOKJ をクリック 
する 


ダイヤルアップ接続する 

ここでは Windows ® XP を例にしてダイヤルアップ 
接続を説明します。 P .3 の手順に従って、 FOMA 端末 
とパソコンを接続します。 

•パケット通信による接続を行うときには P.1 7 「W-TCP 設定」で 
通信性能を最適化することをおすすめします。最適化することで 
FOMA ネットワークでの高速通信を最大限に生かして利用できま 
す。最適化を行うには P.7「FOMA PC 設定ソフト」をインス 
卜ールしてください。 

• 64K データ通信を行う場合は、 「W-TCP 設定」で最適化をしな 
いで < ださい。 

「スタート」 ► 「すべてのプログラム J 
► 「アクセサリ J ► 「通信」 

► r ネットワーク接続」を開く 

接続先を開く 

「ダイヤルアップネットワークの設定をする」で設定した 
ISP 名 （ P .23 参照）のダイヤルアップの接続先アイコンを 
選択して「ネットワークタスク」—「この接続を開始する」 
を選択するか、接続先のアイコンをダブルクリックします。 



内容を確認して「ダイヤル」をクリックす 
る 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも接続できます。 

^接続中の状態を示す画面が表示されます 

この間にユ_ザ_名、パスワードの確認などの□グオン処理 
が行われます。 
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接続完了です 

接続が完了すると、タスクバーのインジケータから、下のよ 
うなメッセージが数秒間表示されます。 

•ブラウザソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
子メールなどを利用できます。 

* メッセージが表示されない場合は、接続先の設定を再度確 
認してください。 



• ダイヤルアップ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアップ接続 
を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、通信設定ファイル（ドライパ）のインス!ルが必要にな 
ることがあります。 

•通信中は FOMA 端末の消費電力が大きくなります。 

•パケット通信中は、 FOMA 端末に通信状態が表示されます。 




「マ」（通信中、データ送信中） 

「1」（通信中、データ受信中） 

「 fr 」 （通信中、データ送受信なし） 

「，」（発信中、または切断中） 

「 Sn (着信中、または切断中） 

• 64 K データ通信中は、 FOMA 端末に 「 fr 」 が表示されます。 


切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをク 1 J ツク 
する 




「切断」をクリックする 


•ブラウザソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合があります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断してください。 

•パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合があります。 


ぃントワークに接続できないときは 


ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続が 
できない）場合は、まず以下の項目について確認して 
ください。 


こんなとぎは 

こうします 

「FOMA 

P 702 iD 」 が 
パソコン上で認 
識できない 

-お使いのパソコンが動作環境 （ P .1 参照） 

を満たしているかを確認してください。 

- 「 P 702 i □通信設定ファイル」（ドライバ） 

がインス1ルされているか確認してくだ 
さい0 

• FOMA 端末がパソコンに接続され、電源が 
入っているか確認してください。 

• FOMA USB 接続ケーブル（別売）がしっ 
かりと接続されているかを確認してくださ 
い。 

相手先に接続で 
ぎない 

- ID (ユーザー名）やパスワードの設定が正 
しいかどうか確認してください。 

•「mopera U 」 または 「 mopera 」 のように 
発信者番号の通知が必要な場合、電話番号 
に「184」を付加していないかどうかを確 
認してください。 

• モデムのプ□パティで「フロー制御を使う」 
にチェックが付いていることを確認してく 
ださい。 

• 上記の確認を行っても相手先に接続でぎな 
い場合は、インターネットサービスプ□パ 
イダまたはネットワーク管理者に設定方法 
などについてご相談ください。 


64 K データ通信の設定 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、 64 K データ通 
信の接続を設定する方法について説明します。 


ダイヤルアツプ接続と TCP / IP の設定 


64 K データ通信のダイヤルアップ接続と TCP / IP の 
設定はバケット通信での設定 （ P .19 参照）と同じで 
す。 

以下の点に注意して操作してください。 

• 64 K データ通信では接続先 （ APN ) の設定をする必要はありま 
せん。ダイヤルアップ接続の接続先にはインターネットサービス 
プロパイダまたはネットワークの管理者から指定された接続先の 
電話番号を入力してください 。 (mopera U に接続する場合は 
「* *8701」、 mopera に接続する場合は「*9601」と電話番号 
欄に入力してください。） 

•「発信者番号通知/非通知の設定」、「その他の設定」は必要に応 
じて設定してください。 

(mopera U または mopera に接続する場合、発信者番号の通知 
が必要です。） 

•設定内容の詳細については、インターネットサービスプロパイダ 
またはネットワークの管理者にお問い合わせください。 


接続 • 切断のしかた 


パケット通信での操作と同じです。 P .15、 P .27 の 
手順に従って操作してください。 
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FirstPass PC ソフトを利用する 


FirstPass PC ソフトは、 FirstPass 対応の FOMA 
端末で取得したユーザ証明書を使ってバソコンの 
Web ブラウザから闩 「 stPass 対応サイトにアクセス 
できるようにするものです。 


FirstPass PC ソフトインス I ル時 
の注意 


動作環境をご確認ください 


FirstPass PC ソフトは以下の動作環境でご利用くだ 
さい0 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 2000 

Professional 、 Windows ® XP (各日本語 
版） 

必要メモリ 

Microsoft ® Windows ® 2000 

Professional : 32 M パイト以上※ 
Windows®XP :1 28 M バイト以上※ 

八ードディスク容量 

1 0 M パイト以上の空き容量※ 

ブラウザ 

Microsoft ® Internet Explorer 5. 5以上 
Windows ® XP の場合は 

Microsoft ® Internet Explorer 6.0以上 


※必要メモリおよび八ードディスクの空き容量はシステム環境に 
よつて異なることがあります。 


インス!-ールする前に 


FirstPass PC ソフトをインス I ルする前に CD - 
ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フォルダ内の 
「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧ください 0 


FirstPass PC ソフトをインス I ^ール 
する 

ここでは Windows ® XP にインス I ルするときの 
画面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面 
の表示が多少異なります。 

添付の 「FOMA P フ 02 iD 用 CD-ROMJ 
をパソコンにセツトする 


FirstPass PC ソフトをインス I -ールするには 

「FirstPass PC ソフト」をクリックする 

引き続き、 CD - ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フオルダ 
内の rFirstPassManualJ ( PDF 形式)の手順に従ってイ 
ンス I ルしてください。 




AT コマンドについて 

AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の機能の設 
定や変更を行うためのコマンド（命令）です。 

※八丁コマンドー覧では、以下の略を使用しています。 

[ AT ] : FOMA P 702 iD Command Port で使用できるコ 
マンドです。 

[ M ] : FOMA P 702 iD (モデム）で使用できるコマンド 
です。 

[& F ] : AT & F コマンドで設定が初期化されるコマンドで 
す0 

[& W ] : AT & W コマンドで設定が保存されるコマンドです。 
ATZ コマンドで設定値を呼び戻せます。 


AT コマンドの入力形式 

AT コマンドの入力は通信ソフトのターミナルモード 
画面で行います。必ず半角英数字で入力してくださ 
い。 

* 入力例 

ATD * 99 * * * 1 #H 

リターンマーク 

-パラメータ 

-コマンド 

• AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や記号） 
を含めて、必ず1行で入力します。 

•ターミナルモードとは、パソコンを1台の通信端末（夕ーミナ 
ル）のように動作させるモードのことです。キーボードから入 
力した文字が通信ポートに接続されている回線に送られます。 
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オンラインデータモードとオンライン 
コマンドモードを切り替える 

FOMA 端末をオンラインデータモードとオンラインコマン 
ドモードに切り替えるには、以下の2つの方法があります。 
•「+++」コマンドまたは rS 2 J レジスタに設定したコー 
ドを入力します。 

- TATSDIJ に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 
信号を OFF にします。 

•オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替 
える場合は、 「 ATO 0 J と入力します。 

※ US 巳 インタ フエー スにより、 RS -232 C の信号線が エミユレー 
卜されていますので、通信アプリによる RS -232 C の信号線制御 
が有効になります。 


■設定の保存について 

AT + CGDCONT コマンドによる接続先 ( APN ) 設定、 
AT + CGEQMIN / AT + CGEQREQ コマンドによる QoS 設定、 
AT * DGAPL / AT * DGARL / AT*DGANSM コマンドによる着 
信許可 • 拒否設定、 AT * DGPIR コマンドによるパケット通信の 
番号通知 • 非通知の設定、および AT + CLIR コマンドによる発番 
号通知制限の設定を除き、 AT コマンドによる設定は、 FOMA 端 
末の電源 OFF • ON または外部機器の取り外し時に初期化されて 
しまいますのでご注意ください。なお、 [& W ] が付いているコマ 
ンドについては、設定後に 「 AT & W 0」 と入力することにより 
設定を保存できます。このとき、 [& W ] が付いている他の設定値 
も同時に保存されます。これらの値は、電源 OFF • ON 後であっ 
ても、 「 ATZigij と入力することにより、設定値を復元できま 
す。 
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AT コマンドー覧 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A / 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキャ 


— 

N 

0 K 

[ M ] 

リツジリターンは不要です。 




AT%V 

FOMA 端末のバージョンを 


— 

AT%V 


表しま^"。 



Verl.OO 

[ M ] 




OK 

AT&Cn 

□ TE への回路 C □信号の動 

门=0 : 

C □は常に 0 N 

AT & C 1 

[ M ] 

作条件を選択します。 

n = l : 

CD は相手モデムのキャリアに応じて変 

OK 

[& F ][& W ] 



化します。（初期値） 


AT&Dn 

□ TE から受け取る回路 ER 

门=0 : 

ER の状態を無視します。（常に 0 N とみ 

AT & D 1 


信号がオン/オフ遷移した 


なします。） 

OK 


ときの動作を選択します。 

门=1: 

ER が 0 N から CFF に変化すると、オン 
ラインコマンド状態になります。 




n =2 : 

ER が 0 N から CFF に変化すると、オフ 


[ M ] 



ラインコマンド状態になります。（初期 


[& F ][& W ] 



値） 


AT&En 

接続時の速度表示の仕様を 

n =0 : 

無線区間通信速度を表示します。 

AT & E 0 

[ M ] 

選択します。 

门=1: 

□ TE シリアル通信速度を表示します。 

OK 

[& F ][& W ] 



(初期値） 


AT&Fn 

すべてのレジスタを工場出 

n =0 のみ指定可能です。（省略可） 

— 


荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドが入力 
された場合、回線切断処理 




[ AT ][ M ] 

を行います。 




AT&Sn 

□ TE へ出力するデータセツ 

门=0 : 

□ R は常に 0 N (初期値） 

AT & S 0 

[ M ] 

トレディ信号の制御を設定 

门=1: 

□ R は回線接続時（通信呼確立時）に 

OK 

[& F ][& W ] 

します。 


0 N となります。 


AT&Wn 

現在の設定値を記憶します。 

n =0 のみ指定可能です。（省略可） 

— 

[ M ] 





AT*DANTE 

アンテナの本数を表示しま 

=0 : 

F 0 MA 端末のアンテナが圏外 

AT ホ DANTE 


す。 （0 〜 3) 

=1: 

F 0 MA 端末のアンテナが0本または1本 

* DANTE :3 



=2 : 

F 0 MA 端末のアンテナが2本 

OK 



=3 : 

F 0 MA 端末のアンテナが3本 

AT * DANTE =? 

* DANTE :(0-3) 

[ AT ][ M ] 




OK 

AT * DGANSM=n 

パケツト着信呼に対する着 

n =0 : 

着信拒否設定および着信許可設定を無 

AT * DGANSM =0 


信拒否/許可設定のモード 


効にします。（初期値） 

OK 


を設定します。 

n = l : 

着信拒否設定 （ AT * DGARL ) を有効 

AT * DGANSM ? 


本コマンドによる設定は、 


にします。 

* DGANSM :0 


設定コマンド入力後のパ 

n =2 : 

着信許可設定 （ AT * DGAPL ) を有効 

OK 


ケツト通信着信呼に対し有 


にします。 


[ M ] 

効となります。 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示します。 


AT 氺 DGAPL=n 

パケツト着信呼に対して着 

n =0 : 

< cid > T 定義された APN を着信許可リ 

AT * DGAPL =0,1 

[, cid ] 

信許可を行う APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

n = l : 

< cid > で定義された APN を着信許可リ 

AT * DGAPL ? 


APN の設定は、 


ストから削除します。 

* DGAPL :1 


AT + CGDC 0 NT で定義さ 



OK 


れた < cid > パラメータを用 

< cid > が省略された場合には、すべての cid に 

AT * DGAPL =1 


います。 

適用します。 

OK 





AT * DGAPL ? 

[ M ] 


AT * DGAPL ? :着信許可リストを表示します。 

OK 

AT 氺 DGARL=n 

パケツト着信呼に対して着 

门=0 : 

< cid > で定義された APN を着信拒否リ 

AT * DGARL =0,1 

[, cid ] 

信拒否を行う APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

门=1: 

< cid > で定義された APN を着信拒否リ 

AT * DGARL ? 


APN 設定は、 


ストから削除します。 

氺 DGARL :1 


+ CGDC 0 NT で定義された 



OK 


く cid > パラメータを用いま 

cid が省略された場合には、すべての cid に適用 

AT 氺 DGARL =1 


す。 

します。 


OK 

AT * DGARL ? 

[ M ] 


AT * DGARL ? :着イ言ネ巨否リストを表示します。 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT * DGPIR=n 

本コマンドの設定は、発信 

n =0 : APN をそのまま使用します。（初期値） 

AT * DGPIR =0 


時、着信時に有効となりま 

n = l : APN に" 184" を付加して使用します。 

0 K 


す。 

(常に非通知） 

AT * DGPIR ? 


ダイヤルアップネットワー 

n =2 : APN に" 186" を付加して使用します。 

* DGPIR :0 


クでの設定でも、接続先の 

(常に通知） 

OK 


番号に186 (通知）/ 

184 (非通知）を付けるこ 
とができます。 （ P .22 参 

AT * DGPIR ? :現在の設定を表示します。 


[ M ] 

昭） 



AT^DRPW 

受信電力指標を表示します。 

— 

AT*DRPW 


(0 :最小値〜75 :最大値） 


氺 DRPW :0 

[ AT ][ M ] 



OK 

+++ 

オンライン状態のとき、エ 
スケープシーケンスが実行 
されると回線を切断するこ 
となくオンラインコマンド 



[ M ] 

状態に移行します。 



AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

<「 epo 「 t > 

AT+CEER 


します。 

切断理由一覧 （ P .37 参照） 

+ CEER :36 

[ M ] 



OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 

P .36 参照。 

P .36 参照。 

[ M ] 

( APN ) を設定します。 



AT+CGEQMIN 

PPP パヶット通信確立時に 

AT + CGEQMIN 二[パラメータ] 

P .36 参照。 


ネットワーク側から通知さ 

P .36 参照。 



れる QoS (サービス品質） 

AT + CGEQMIN =? 



を許容するかど5かの判定 

設定可能な値のリストを表示します。 



基準値を登録します。 

AT + CGEQMIN ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時 

AT + CGEQREQ 二[パラメータ] 

P .36 参照。 


にネットワークへ要求する 

P .36 参照。 



QoS (サービス品質）を設 

AT + CGEQREQ 二？ 



定します。 

設定可能な値のリストを表示します。 
AT + CGEQREQ ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGMR 

F 0 MA 端末のパージョンを 

- 

AT+CGMR 


表します0 


1234512345123456 

[ M ] 



OK 

AT + CGREG=n 

ネットワーク登録状態を通 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CGREG =1 


知するかどうかを設定しま 

n = l :通知あり。圏内•圏外が切り替わった 

OK 


す。応答される通知により 

ときに通知します。 

(通知ありに設定） 


圏内/圏外を表示します。 

(問い合わせ） 

AT + CGREG ? 



AT + CGREG ? 

+ CGREG : 1,0 



+CGREG : < n >,< stat > 

OK 



n :設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 

0:パケット圏外 

(圏外から圏内に移動した場 



1:パケット圏内 

合） 

[ M ] 


4 :不明 

+ CGREG :1 

[& F ][& W ] 


5 :パケット圏内（□—ミング中） 


AT+CGSN 

F 0 MA 端末の製造番号を表 

- 

AT+CGSN 


7J\ Uc ^ 9 〇 


123456789012345 

[ M ] 



0 K 

AT + CLIP=n 

64 K データ通信/テレビ電 

n =0: 通知しません。（初期値） 

AT + CLIP =0 


話着信時に相手の発信番号 

n = l :通知します。 

0 K 


をパソコンに表示できます。 

リザルト ： +CLIP : < n >,< m > 

AT + CLIP ? 

+ CLIP :0,1 



m =0 :発信時の相手に番号を通知しない NW 
設定 

m = l :発信時の相手に番号を通知する NW 設 

OK 

[ AT ][ M ] 


定 


[& F ][& W ] 


m =2 :不明 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CUR 二 n 

64 K データ通信/テレビ電 

n =0 : CLIR サービスの契約に従い、発番通知 

AT + CLIR =0 


話通信を発信するとき、電 

されます（されません)。 

0 K 


話番号を相手に通知するか 

n = l :通話相手に番号発信しません。 

AT + CLIR ? 


どうかを設定します。 

n =2 :通話相手に番号発信します。（初期値） 

+ CLIR :0,1 



リザルト ： +CLIR : < n >,< m > 

OK 



m =0: CUR は起動していません。（常時通知） 

AT + CLIR =? 



m = l : CUR は起動しています。（常時非通知） 

+ CLIR :(0-2) 



m =2 :不明 

m =3 : CUR テンポラリーモード（非通知デ 

OK 



フオルト） 




m =4: CUR テンポラリーモード（通知デフオ 


[ M ] 


ルト） 


AT + CMEE=n 

FOMA 端末のエラーレポー 

n =0: 通常の ERROR リザルトを用います。 

AT + CMEE =0 


卜の有無の設定を行います。 

(初期値) 

OK 



n = l : +CME ERROR : < e 「「> リザルトコー 

AT+CNUM 



ドを使用し、く e 「「> は数値を用います。 

ERROR 



n =2 : +CME ERROR : < e 「「> リザルトコー 

AT + CMEE =1 



ドを使用し、<日「「>は文字を用います。 

OK 



AT + CMEE ? :現在の設定を表示します。 

AT+CNUM 



右記は FOMA 端末や接続に異常がある場合のコ 

+CME ERROR : 10 



マンドの実行例です。 

AT + CMEE =2 



+CME ERRORU ザ J レトコードは下言己のとお D 

OK 



です。 

AT+CNUM 



1: no connection to phone 

+CME ERROR : SIM 



10: SIM not inserted 

not inserted 



15: SIM wrong 


[ M ] 


16: incorrect password 


[& F ][& W ] 


100: unknown 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 

number :電話番号 

AT+CNUM 


を表爪します 0 

type :129 もしくは 145 

129: 国際アクセスコード + を含 
まない 

145:国際アクセスコード+を含 
む 

リザルト： + CNUM : ，く number 〉 ，く type 〉 

+ CNUM :, "+8190123 
45678",145 

OK 

[ AT ] 



AT + CR=n 

回線接続時に CONNECT の 

n =0 :表示しません。（初期値） 

AT + CR =1 


リザルトコードを表示する 

n — 1 - 表71\します。 

OK 


前に、ベアラサービス種別 

< serv > :パケット通信を意味する'’ GPRS " の 

ATD 氺 99* 氺 * 1 # 


を表示します。 

み表爪します。 

+CR : GPRS 



(回線種別により" SYNC "、 

" AV 32 K \ 7 W 64 K ” を表示しま 

CONNECT 

[ M ] 


す。） 


[& F ][& W ] 


AT + CR ? :現在の設定値を表示します。 


AT + CRC=n 

着信時に拡張 1 」ザルトコ_ 

n =0: + CRING を使用しません。（初期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどうかを設 

n = l : + CRING .< type > を使用します。 

OK 


XE ま 9 〇 

AT + CRC ? で現在の設定を表示します。 

AT + CRC ? 



+ CRING の書式は次のとおりです。 

+CRC : 0 



+CRING : く type 〉 

OK 

[ AT ][ M ] 


PPP パケット呼着信時 


[& F ][& W ] 


+CRING : GPRS " PPP ",„< APN > 


AT + CREG=n 

圏内 • 圏外情報の表示に関 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CREG =1 


するリザルト表示の有無を 

n = l :通知あり。圏内•圏外が切り替わった 

OK 


設定します。 

ときに通知します。 

(通知ありに設定） 



(問い合わせ） 

AT + CREG ? 



AT + CREG ? 

+CREG : 1,0 



+CREG : < n >,< stat > 

OK 



n : 設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 

0: 音声圏外 

(圏外から圏内に移動した場 



1: 音声圏内 

合） 

[ AT ]_ 


4： 不明 

+CREG :1 

[& F ][& W ] 


5 : 音声圏内（□—ミング中） 


AT+GMI 

メーカ名 （ Panasonic ) を 

- 

AT+GMI 


表します。 


Panasonic 

[ M ] 



0 K 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名 

— 

AT+GMM 


(FOMA P 702 iD ) を表示 


FOMA P 702 iD 

[ M ] 

します。 


OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

AT+GMR 

FOMA 端末のパージョンを 

- 

AT+GMR 


表します。 


Verl .00 

[ M ] 



0 K 

AT + IFC = n,m 

フロー制御方式の選択を行 

n : DCE by DTE 

AT + IFC =2,2 


います。 

m : DTE by DCE 

OK 



0 :フロー制御なし 




1: XON / XOFF フロー制御 




2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フロー制御 


[ M ] 


初期値は n , m =2.2 


[& F ][& W ] 


AT + IFC ? で設定値を問い合わせます。 


AT + WS 46 =n 

FOMA 端末の無線通信網を 

n =22 : W-CDMA (Wideband CDMA ) のみ 

AT + WS 46=22 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

選択します。 

指定可能です。（初期値） 

OK 

ATA 

FOMA 端末が着信したモー 

- 

RING 


ドに従って着信処理を行い 


ATA 

[ M ] 

ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に対してパラ 

< cid > :1〜10。 + CGDCCNT で言受定した 

ATD *99* 氺 * 1 # 


メータ、ダイヤルパラメー 

APN を表します。 cidl に発信する場合 、 「ATD 

CONNECT 


夕の指定に従って自動発信 

*99* * *#」と省略できます。 


[ M ] 

処理を行います。 



ATEn 

コマンドモードにおいて 

n =0 :エコーパックなし 

ATE 1 

[ M ] 

□ TE に対するエコーパック 

n = l :エコーバックあり（初期値） 

OK 

[& F ][& W ] 

の有無を指定します。 



ATHn 

FOMA 端末に対してオン 

n =0 :回線を切断します。（省略可） 

(パケット通信中） 


フック動作を行います。 


+++ 




ATH 

[ M ] 



NO CARRIER 

ATIn 

認識コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示します。 

ATIO 



n = l :製品名を表示します。 （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



n =2 : PPP バケット機能のノジョンを表示 

OK 



します。 （+ GMR と同じ） 

ATI 1 

FOMA P 702 iD 

[ AT ][ M ] 



OK 

ATOn 

通信中にオンラインコマン 

n =0 :オンラインコマンドモードからオンラ 

ATO 


ドモードから、オンライン 

インデータモードに戻します。（省略可） 

CONNECT 

[ M ] 

データモードに戻ります。 



ATQn 

□ TE へのリザルトコードを 

n =0 :リザルトコードを表示します。（初期値） 

ATQO 


表示するかどうか設定しま 

n = l :リザルトコードを表示しません。 

OK 


す。 


ATQ 1 

[ M ] 



(このとき、 OK は応答され 

[& F ][& W ] 



ません。） 

ATSO=n 

FOMA 端末が自動着信する 

n =0 :自動着信しません。（初期値） 

ATS 0=0 


までの呼び出し回数を設定 

n = l 〜255 :指定したリング回数で自動着信し 

OK 


します。 

ます。 

ATSO ? 



( n 2 10のとき、パケット ( PPP ) 着信の場合 

000 

[ M ] 


は、自動着信せず約30秒で切断されます。） 

OK 

[& F ][& W ] 


ATS 0? で設定値を問い合わせます0 


ATS 2 =n 

エスケープキャラクタの設 

n =43 :初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

n =127: エスケープ処理は無効。 

OK 

ATS 2? 

[ M ] 


ATS 2? で設定値を問い合わせます。 

043 

[& F ] 



OK 

ATS 3 =n 

キャリッジリターン （ CR ) 

n = 13 :初期値 （ n = 13のみ指定可） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を行いま 


OK 


す。 

ATS 3? で設定値を問い合わせます。 

ATS 3? 

[ M ] 



013 

[& F ] 



OK 

ATS 4 =n 

ラインフィード ( LF ) キャ 

n =10 ：初期値 （ n = l 0のみ指定可） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 

ATS 4? で設定値を問い合わせます。 

OK 

ATS 4? 

[ M ] 



010 

间 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

ATS 5 =n 

バックスペース ( BS ) 

n =8 

:初期値 （ n =8 のみ指定可） 

ATS 5=8 


キャラクタの設定を行いま 



0 K 


す。 

ATS 5? で設定値を問い合わせます。 

ATS 5? 

[ M ] 




008 

[& F ] 




OK 

ATS 30 =n 

不活動タイマ（分）を設定 

n =0 〜255 (初期値は 0) (単位：分） 

ATS 30=0 


します。ユーザーデータの 
送受信がないと、設定した 
時間以上で切断します。本 
コマンドの設定は、 64 K 
データ通信に限ります。設 
定が〇の場合、不活動タイ 



OK 

[ M ][& F ] 

マ OFF となります。 




ATS 103 =n 

着サブアドレスの区切りの 

n =0 

* (アスタリスク） 

ATS 103=0 


キャラクタを選択します。 

n=l 

/ (スラッシュ）（初期値） 

OK 

[ M ][& F ] 


n =2 

¥またはバックスラッシュ 


ATS 104 =n 

発サブアドレスの区切りの 

n =0 

# (シャープ） 

ATS 104=0 


キャラクタを選択します。 

n=l 

% (パーセント）（初期値） 

OK 

[ M ][& F ] 


n =2 

& (アンド） 


ATVn 

すべてのリザルトコードを 

n =0 

リザルトコードを数値で返送します。 

ATV 1 

[ M ] 

数字表記または英文字表記 

n=l 

リザルトコードを文字で返送します。 

OK 

[& F ][& W ] 

に設定します。 


(初期値） 


ATXn 

接続時の CONNECT 表示に 

n =0 

:ダイヤル!ン検出なし、ビジートー 

ATX 1 


速度表の有無を設定しま 


ン検出なし、速度表示なし。 

OK 


す 。 

n = l : 

:ダイヤル!ン検出なし、ビジー! 



また、ビジー!ン、ダイ 


ン検出なし、速度表示あり。 



ヤル1ンの検出を行いま 

n =2 

:ダイヤル!ン検出あり、ビジー! 



す。 

n =3 

ン検出なし、速度表示あり。 

:ダイヤル!ン検出なし、ビジー! 

ン検出あり、速度表示あり。 


[ M ] 


n =4 

:ダイヤル!ン検出あり、ビジー! 


[& F ][& W ] 



ン検出あり、速度表示あり。（初期値） 


ATZ 

設定を不揮発メモリの内容 


- 

(オンライン時） 


にリセットします。通信中 



ATZ 


に本コマンドが入力された 



N 0 CARRIER 


場合、回線切断処理を行い 



(オフライン時） 


ます。 



ATZ 

[ M ] 




OK 

AT¥S 

現在設定されている各コマ 


- 

AT¥S 


ンド、 S レジスタの内容を 



El QO VI X 4 & C 1 


表します。 



& D 2 & S 0 ¥ V 0 
S 000=000 

S 002=043 

S 003=013 

S 004=010 

S 005=008 

S 006=005 

S 007=060 

S 008=003 

SO 10=001 

S 030=000 

SI 03=000 

SI 04=000 

[ M ] 




OK 

AT¥Vn 

接続時の応答コード仕様の 

n =0 : 

:拡張リザルトコードを使用しません。 

AT ¥ V 0 

[ M ] 

選択を行います。 


(初期値） 

OK 

[& F ][& W ] 


n = l : 

:拡張リザルトコードを使用します。 



※以下の コマン ドは、エラーにはなりませんが コマン ドの動作はしません。 

• AT ( AT のみの入力） • ATT ( I ン設定） 

•ATP (パルス設定） -ATSe (ダイヤルするまでのポーズ時間設定) 

• ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） • ATS 1 0 (自動切断遅延時間設定） 
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AT コマンドの補足説明 

•コマンド名： +CGDCONT [ M ] 

•概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

• 書式 

+ CGDCONT =[< cid >[," PPP "[,"< APN >"]]] 

•パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は以下 
のコマンド実行例を参照してください。 

ぐ加ン※：1〜10 


< APN > ※：任意 

※く〇^ンは、 FOMA 端末内に登録するバケツト通信での接続先 
( APN ) を管理する番号です。 

FOMA 端末では1〜10が登録できます。お買い上げ時、 
< cid >= l には mopera . ne . jp が、 < cid >=3 には 
mopera . net が初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

< APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

-パラメータを省略した場合の動作 


+ CGDC 0 NT = 


+ CGDCONT =< cid > 


+ CGDC 0 NT =? 


+ CGDC 0 NT ? 

•コマンド実行例 
AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," abc ' 
OK 


すべての < cid > に対し初期値を 
設定します 

指定された < cid > を初期値に設 
定します。 

設定可能な値のリスト値を表示し 
ます。 

現在の設定を表示します。 


※日じ〇という APN 名を登録する場合のコマンド （ cid が2の場 
合） 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですが、 & W により書き込まれる 
不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリセツト 
も行われません。 

•コマンド名： + CGEQMIN 二[パラメータ] [ M ] 

•概要 

PPP パケツト通信確立時にネツトワーク側から通知される QoS 
(サービス品質）を許容するかどうかの判定基準値を登録しま 
す。 

設定ノてターンは、以下のコマンド実行例に記載されている4パ 
ターンが設定できます。 

• 書式 

+ CGEQMIN =[ く cid > [，，く Maximum bitrate UL > 

[，く Maximum bitrate □!_>]]] 

•パラメータ説明 

く加〉※ ：1〜10 

〈Maximum bitrate UL >※ ：なし（初期値）または64 
〈Maximum bitrate 〇し〉※ ：なし（初期値）または384 
※く以〇!〉は、 FOMA 端末内に登録するパケツト通信での接続先 
( APN ) を管理する番号です。 

FOMA 端末では1〜10が登録できます。お買い上げ時、 
< cid >= l には mopera . ne . jp が、 < cid >=3 には 
mopera . net が初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

〈Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > 
は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り最低通信速度 
[ kbps ] の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を 
許容しますが、64および384を設定した場合はこれらの値 
以外での速度の接続は許容しないため、パケツト通信がつな 
がらない場合がありますのでご注意ください。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQMIN 二 :すべての < cid > に対し初期値を 

設定します。 

+ CGEQMIN =< cid > :指定された < cid > を初期値に設 

定します。 


• コマンド実行例 

以下の4パターンのみ設定できます。（(1 ) の設定が各 cid に初期 
値として設定されています。） 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド 
( cid が2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上り 64 kbps / 下り 384 kbps の速度のみ許容する場合のコ 
マンド 

( cid が3の場合） 

AT + CGEQMIN =3„ 64,384 
OK 

(3) 上り 64 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマン 

ド （ cid が4の場合） 

AT + CGEQMIN =4„64 

OK 

(4) 上りすべての速度/下り 384 kbps の速度のみ許容する場合 
のコマンド （ cid が5の場合） 

AT + CGEQMIN =5,„384 

OK 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですが、 & W により書き込まれる 
不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリセツト 
も行われません。 

•コマンド名： + CGEQREQ 二[パラメータ] [ M ] 

•概要 

PPP パケツト通信の発信時にネツトワークへ要求する QoS 
(サービス品質）を設定します。 

設定は以下のコマンド実行例に記載されている1パターンのみ 
で初期値としても設定されています。 

• 書式 

+ CGEQREQ =[< cid >] 

•パラメータ説明 
<cid>※ ： 1 〜 10 

※く〇^ンは、 FOMA 端末内に登録するバケツト通信での接続先 
( APN ) を管理する番号です。 

FOMA 端末では1〜10が登録できます。お買い上げ時、 
< cid >= l には mopera . ne . jp が、く cid >=3 には 
mopera . net が初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQREQ = :すべての < cid > に対し初期値を 

設定します。 

+ CGEQREQ =< cid > :指定されたく cid > を初期値に設 

疋!しま"^。 

• コマンド実行例 

以下の1ノ くターンのみ設定できます。 

(各 cid に初期値として設定されています。） 

⑴上り 64 kbps / 下り 384 kbps の速度で接続を要求する場合 
のコマンド （ cid が3の場合） 

AT + CGEQREQ =3 

OK 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですが、 & W により書き込まれる 
不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリセツト 
も行われません。 

•コマンド名： +CLIP 

•概要 

" AT + CLIP =1 ”の場合のリザルトが下記の書式で表示されます。 
+CLIP : < number >< type > 

_コマンド実行例 
AT + CLIP =1 
OK 
RING 

+CLIP : "09012345678", 49 
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切断理由一覧 

■64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信がでぎません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありませんでした。 

19 

相手が呼び出し中のため通信がでぎません。 

21 

相手側が着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションが有効ではあ 
りません。 

65 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、もしくは着信を受 
けました。 


■パケット通信 


値 

理由 

27 

APN が存在しないか、もしくは正しくありません。 

30 

ネットワークより切断されました。 

33 

要求したサービスオプシヨンは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


リザルトコード 

■リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました 

1 

CONNECT 

相手と接続しました 

2 

RING 

着信が来ています 

3 

N 0 CARRIER 

回線が切断されました 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることがで 
ぎません 

6 

N 0 DIALT 0 NE 

ダイヤル1ンの検出ができま 
せん 

7 

BUSY 

話中音の検出中です 

8 

N 0 ANSWER 

接続完了タイムアウト 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です 

101 

DELAYED 

リダイヤル規制時間内 


■拡張リザルトコード 


& E 0 のとき 

FO M A 端末一基地局間の接続速度を表示します。 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

121 

CONNECT 32000 

32000 bps 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

125 

CONNECT 384000 

384000 bps 


& E 1 のとき 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

5 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

1 4400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 57600 

57600 bps 

19 

CONNECT 1 15200 

1 15200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


• ATVn コマンド （ P .35 参照）が n = l に設定されている場合に 
は文字表示形式（初期値)、 n =0 に設定されている場合には数 
字表示形式でリザルトコードが表示されます。 

•従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信 
速度の表示はしますが、 FOMA 端末一 PC 間は FOMA US 巳接 
続ケーブル（別売）で接続されているため、実際の接続速度と 
異なります。 

•「 RESTRICTION 」 （数字表示：1 00) が表示された場合には、 
通信ネットワークが混雑しています。しばらくしてから接続し 
直してください。 


■通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 

2 

AV 32 K 

テレビ電話 32 K で接続 

3 

AV 64 K 

テレビ電話 64 K で接続 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 


■リザルトコード表示例 


• ATX 0 が設定されている場合 

AT ¥ V コマンド （ P .35 参照）の設定に関わらず、接続完了の際 

に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 

数字表示例： ATD * 99 * * * 1# 

1 

• ATX 1 が設定されている場合※ 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 が設定されている場合（初期値） 

接続完了のときに、 CONNECT く F 0 MA 5 器末一 PC 間の速度> 
の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121 

- ATX 1 、 AT ¥ V 1 が設定されている場合※ 

接続完了のときに、以下の書式で表示します。 
C 0 NNECT < F 0 MA 端末一 PC 間の速度 > PACKET < 接続先 
APN >/< 上り方向 （ F 0 MA 端末—無線基地局間）の最高速度 
>/<下り方向 （ F 0 MA 端末—無線基地局間）の最高速度> 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 PACKET 
mopera . ne.jp /64/384 
( mopera . ne . jp に、上り最大 64 kbps 、 下り 
最大 384 kbps で接続したことを表します。） 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

1215 

※八丁乂'!、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接 
続が正しく行えない場合があります。 

AT ¥ V 0 だけでのご利用をおすすめします。 
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